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1. はじめに 

本ガイドでは、Oracle VM VirtualBoxを用いて Oracle Real Application Clusters (RAC) 環境を構築するため

の手順を説明します。RACは共有ディスク、共有キャッシュ型のクラスタ・データベースであり、可用性と拡張性

に富んだ環境を提供します。主に複数のサーバー(ノード)を使用して環境を構築しますが、本ガイドの構成では

仮想化ソフトウェアである Oracle VM VirtualBox を用いて 1台の物理マシンで環境を構築しています。 

次に、環境構成についての概要図を示します。1台のマシン (Windows OS) 上に Oracle VM VirtualBoxを用

いて仮想マシンを 3台作成し、各仮想マシンにOSとしてOracle Linuxをインストールします。さらに 2台の仮想

マシンを使用して RACの構成に必要なソフトウェアとして Oracle Grid Infrastructureおよび Oracle Database

をインストールして 2 ノード RAC環境を構築します。 

図 1 : 本ガイドにおける環境構成 

本ガイドで紹介する手順および構築する環境は、RACの構築手順や動作確認を行う機能評価用の検証環境を

手早く構築することを目的としています。システムおよびパッケージの開発や本番環境を構築する際には、関連

ドキュメントを参照の上、インストールおよび構成を実施してください。また、本ガイドは単に情報として提供され

るものであり、内容に誤りがないことの保障や弊社サポート部門へのお問い合わせはできませんのでご理解くだ

さい。サーバー仮想化ソリューションに対するサポートに関しては、以下のページからご確認いただけます。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/topics/ojkb120560-426058-ja.html または

http://www.oracle.com/technetwork/database/virtualizationmatrix-172995.html  

1.1 対象読者 

本ガイドにおける対象読者には、主に以下の方を想定しています。 

 RACの基本的な知識を有する方 

 手持ちの環境で RACのインストールや設定方法を確認されたい方 

 最新のバージョンにおける RACのアーキテクチャ、あるいは機能や動作に興味のある方 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/topics/ojkb120560-426058-ja.html
http://www.oracle.com/technetwork/database/virtualizationmatrix-172995.html
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1.2 関連文書 

本ガイドでは、Oracle Database12c Release 1に関する記載について、以下のマニュアルを参考としています。

機能および使用方法の詳細などについては、以下のマニュアルを参照してください。 

 Oracle® Grid Infrastructure インストレーション・ガイド 12c リリース 1 (12.1) for Linux 

 Oracle® Real Application Clustersインストレーション・ガイド 12c リリース 1 (12.1) for Linux and 

UNIX Systems 

 Oracle® Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド 12c リリース 1 (12.1) 

 Oracle® Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド 12c リリース 1 (12.1) 

 Oracle® Automatic Storage Management管理者ガイド 12c リリース 1 (12.1) 

 Oracle® Databaseプラットフォーム共通日本語 README 12c リリース 1 (12.1) 

 Oracle® Database リリース・ノート 12c リリース 1 (12.1) for Linux 

各マニュアルは、Oracle Technology Networkの 『Oracle Databaseオンライン・ドキュメント 12c リリース 1 

(12.1) 』 (URL : http://www.oracle.com/technetwork/jp/indexes/documentation/index.html )より提供され

ます。 

1.3 省略および表記規則 

本ガイドでは、以下の省略表記および表記規則を用いています。 

＜省略表記＞ 
 

名称 省略表記 

Automatic Strage Management Configuration Assistant ASMCA 

Cluster Time Synchronization Service CTSS 

Database Configuration Assistant DBCA 

Operating System OS 

Oracle Automatic Storage Management Oracle ASMまたは ASM 

Oracle Database 12c Release 1 12c 

Oracle Enterprise Manager Database Express EM Express 

Oracle Real Allication Clusters Oracle RACまたは RAC 

Oracle Universal Installer OUI 

Single Client Access Name SCAN 

Virtual IP VIP 

マルチテナント・コンテナ・データベース CDB 

プラガブル・データベース PDB 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/indexes/documentation/index.html
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＜表記規則＞  

規則 意味 

太字 強調、あるいは操作に関連する GUI要素を示す 

イタリック体 ユーザーが特定の値を指定する変数を示す 

網かけ 入力値、あるいは実行するコマンドを示す 

# 記号 bashシェルの rootユーザーでの実行を示す 

$ 記号 
bashシェルの Oracle Grid Infrastructureまたは Oracle Database

インストール・ユーザーでの実行を示す 
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2. 概要 

構築する環境と環境構築に使用するソフトウェアの概要について説明します。 

2.1 Oracle Database 12c Release 1の新機能 

Oracle Database 12c Release 1の新機能で、本ガイドの環境構築に関連する機能を説明します。 

1. Oracle Flex Clusters 

Oracle Flex Clustersは、大規模かつ動的なクラスタ機能を提供します。Oracle Flex Clustersを用いたク

ラスタ構成では、非常に多くのノードで構成される Oracle RACデータベースや高可用性が求められるア

プリケーションのプラットフォームとして利用することが可能です。 

Oracle Flex Clusters構成では、次の 2 タイプのノードによりハブ・アンド・スポークの構成を取ります。 

 Hub ノード (ハブ・ノード) 

 共有ストレージへの直接アクセスを行い、データベース・インスタンスといった集中的な I/Oが
発生するワークロードを実行するためのノードです。クラスタ内のハブ・ノードは、ネットワーク
およびストレージを介して連携しています。 

 Leaf ノード (リーフ・ノード) 

 共有ストレージへの直接アクセスすることはなく、プロセッシング処理を中心としたアプリケー
ションなどのワークロードを実行するためのノードです。 

Oracle Flex Clustersを構成するすべてのハブ・ノードとリーフ・ノードにOracle Grid Infrastructureをイン

ストールし、1つのクラスタとして構成する必要があります。Oracle Grid Infrastructureのインストール時

に Oracle Flex Clusters構成、あるいは 11g と同様のクラスタ構成を選択が可能で、インストール後も構

成を切り替えることができます。 

2. Oracle Flex ASM 

ストレージを管理するための Oracle Automatic Storage Management (ASM) の機能を強化し、Oracle 

Flex ASMを提供します。Oracle Flex ASMを用いた構成では、データベース・インスタンスのASMインス

タンスに対する依存性が取り除かれます。これにより、データベース・インスタンスとは異なるノードに

ASMインスタンスを配置することも可能です。 

11gまでと同様のASM構成を用いることも可能ですがOracle Flex ASMを用いた場合、次のようなメリッ

トがあります。例えば、大規模なクラスタ環境を構築する場合にはすべてのノード上で ASMインスタンス

を起動させる必要がなくなったため、クラスタ全体で使用する ASMのリソース消費を低く抑えることができ

ます。また、ASMインスタンスに障害が発生した場合でもデータベース・インスタンスに影響を与えること

がなくなるため、可用性を高めることができます。 

3. マルチテナント・アーキテクチャ 

データベース統合やクラウド環境の実現といった要望に応えるために、データベースのレイヤーでマルチ
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テナントを実現するためのアーキテクチャを提供します。 

データベース統合やクラウド環境の構築には、これまでにもデータベースに限らず様々なレイヤーにおい

て実現のための手法が提供されてきました。例えば、仮想化ソフトウェアを用いたサーバー統合やスキー

マを用いたインスタンス統合といった手法があります。マルチテナント・アーキテクチャは、これらの手法で

課題とされていた仮想化によるオーバーヘッド、スケーラビリティに関する制限、統合にかかるコストといっ

た面を改善する新しいアーキテクチャです。 

12cでは、マルチテナント・アーキテクチャに対応したデータベースとして、マルチテナント・コンテナ・データ

ベース (CDB) を提供します。さらに、CDB内には 1つ以上のプラガブル・データベース (PDB) を作成

することができます。PDBはスキーマや表領域が含まれる論理的なセットであり、基本的にユーザーやア

プリケーションからは通常のデータベースと同様に扱うことができます。CDBおよび PDBを使用できるマ

ルチテナント・アーキテクチャを用いて、既存のスキーマやアプリケーションを変更することなく複数のデー

タベース環境を統合することを可能にします。従来のアーキテクチャに対応したデータベースも non-CDB

として提供されており、引き続き利用することができます。 

CDBは、コンテナとも呼ばれる次の 3つの要素により構成されます。 

 ルート (CDB$ROOT) 

 シード (PDB$SEED) 

 プラガブル・データベース (PDB) 

図 2 : マルチテナント・アーキテクチャ概要図 

4. Oracle Enterprise Manager Database Express 

Webブラウザを使用してデータベースの監視や管理を実施する機能として、Oracle Enterprise Manager 

Database Express (EM Express) を提供します。EM Expressは単一のデータベース・システムの管理

を行います。複数のデータベース・システム、または複数のデータベース以外のシステムを対象に統合管

理を行う場合には、Oracle Enterprise Manager Cloud Control (EMCC) を使用します。 

EM Expressは Oracle Database Configuration Assistant (DBCA) によるデータベースを作成時に 

「Enterprise Manager (EM) Database Expressの構成」 チェック・ボックスを選択すると自動的に構成さ

れます。また、データベース作成後に手動で構成することも可能です。 

EM Expressはデータベース上に構成され、非常に軽量なため、データベースサーバーへの負荷は小さく

なります。 
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2.2 ハードウェア 

本ガイドの環境は、x86-64アーキテクチャの物理マシンを1台使用して構築するものとします。1台の物理マシ

ン上に、RACの構築に必要なサーバーだけではなくSingle Clinet Access Name (SCAN) 用の IPアドレスに

ついて名前解決をするための DNSサーバーも構成します。別途利用可能なDNSサーバーがある場合には、

環境構築に使用することも可能です。 

参考として環境構築に使用した物理マシンのスペックを記載します。 

 CPU  : Intel (R) Core (TM) i5-2520M CPU @ 2.50GHz 2.50 GHz 

 メモリ : 8GB 

 ディスク : 280GB (最低要件としては 50GB程度の空き容量が必要) 

 OS   : Windows 7 Professional Service Pack 1 (64 bit) 

※ クラスタを構成するサーバーについてメモリの最小要件は、1台あたり 4GBです。今回に限り、最
低限の動作確認を行う目的で環境を構築するため 1台の仮想マシンあたり 2.5GB としています。
可能であれば最低要件である 4GBを確保するようにしてください。 

2.3 ソフトウェア 

本ガイドにおいて、環境構築に使用したソフトウェアは以下です。 

 Oracle VM VirtualBox 4.2.18 for Windows hosts 

 Oracle VM VirtualBox 4.2.18 Oracle VM VirtualBox Extension Pack 

 Oracle Linux 6 Update 4 x86-64 

 Oracle Database 12c Release 1 (12.1.0.1) Grid Infrastructure 

 Oracle Database 12c Release 1 (12.1.0.1)  

2.4 ネットワーク 

仮想マシンに対して複数の仮想 NIC を割り当てます。仮想マシンに対する仮想 NICの割り当ては物理マシン

のNIC搭載数には依存しません。物理マシンに搭載されているNICが 1つだとしても、仮想マシンには複数の

仮想 NIC を割り当てることができます。 

本ガイドでは、クラスタを構成する各仮想マシンには次の 3つの仮想 NIC を割り当てて使用します。 

 eth0 : パブリック・ネットワークとして使用 

 eth1 : プライベート・ネットワークとして使用 (インターコネクトの冗長化機能を使用) 

 eth2 : プライベート・ネットワークとして使用 (インターコネクトの冗長化機能を使用) 

※ インターコネクトを冗長化しない場合には eth2は不要です。 

DNSサーバーとする仮想マシンには、次の 1つの仮想 NIC を割り当てます。 

 eth0 : パブリック・ネットワークとして使用
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これまでのハードウェア、ソフトウェア、ネットワークに関する説明を踏まえ、本ガイドにおける構成概要図を以

下に記載します。 

図 3 : 本ガイドにおける構成 

＜IPアドレス一覧＞ 

ホスト名 IPアドレス 用途 

node1.oracle12c.jp 

192.168.56.101 node1の eth0 (パブリック・ネットワーク) 

192.168.100.101 node1の eth1 (プライベート・ネットワーク) 

192.168.200.101 node1の eth2 (プライベート・ネットワーク) 

node2.oracle12c.jp 

192.168.56.102 node2の eth0 (パブリック・ネットワーク) 

192.168.100.102 node2の eth1 (プライベート・ネットワーク) 

192.168.200.102 node2の eth2 (プライベート・ネットワーク) 

scan.oracle12c.jp 

192.168.56.201 SCAN用仮想 IP (VIP) 

192.168.56.202 SCAN用 VIP 

192.168.56.203 SCAN用 VIP 

dns.oracle12c.jp 192.168.56.254 DNSサーバーの eth0 (パブリック・ネットワーク) ※ 

※ DNSサーバーを node1および node2と同様に仮想マシンで用意する場合に必要です。既存のDNSサー

バーを使用する場合には必要ありません。 
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3. Oracle VM VirtualBox のインストールと設定 

ここでは、Oracle VM VirtualBoxのインストールと、インストール後に実施しておく Oracle VM VirtualBoxの設

定について以下の順に説明します。 

3.1 Oracle VM VirtualBoxのインストール 

3.2 機能拡張パッケージの追加インストール 

3.3 インストール後の設定 

3.4 仮想マシンの作成 

3.1 Oracle VM VirtualBox のインストール 

1. ソフトウェアのダウンロード 

Oracle VM VirtualBoxのダウンロード・ページより、(URL : http://www.virtualbox.org/wiki/Downloads )  

必要なソフトウェアをダウンロードします。ここでは以下 2つのソフトウェアをダウンロードするものとします。 

 VirtualBox 4.2.18 for Windows hosts 

 VirtualBox 4.2.18 Oracle VM VirtualBox Extension Pack 

ソフトウェアは Oracle Technology Networkからも入手が可能です。(URL : 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/virtualbox/downloads/index.html ) 

Oracle VM VirtualBox Extension Packは、USB 2.0のサポートやホスト OS とゲスト OS間におけるデス

クトップ上の操作をシームレスに行う機能などを提供するプラグイン(機能拡張パッケージ)です。機能拡張パ

ッケージのインストールは任意ですが、ここでは管理者権限を持つユーザー・アカウントを使用して機能拡張

パッケージのインストールを行うものとします。 

http://www.virtualbox.org/wiki/Downloads
http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/virtualbox/downloads/index.html
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ここでは VirtualBox 4.2.18を使用した手順を紹介しますが、基本的に他の上位バージョンでも同様の手順

で環境を構成することができます。 

2. Setup Wizardの起動 

ダウンロードした exeファイルを実行して、Setup Wizardを起動します。ここでは、ダウンロードした exeファ

イルを以下の場所に配置して使用します。 

C:¥software¥VirtualBox-4.2.18-88781-Win.exe 

exeファイルの実行時に、セキュリティの警告画面が表示された場合は、確認の上、「実行」 をクリックして

作業を継続します。 
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Setup Wizardの起動後は、「Next」 をクリックしてインストールを開始します。 

3. Custom Setupの設定 

続いて、インストールする機能を選択します。ここでは、デフォルトの設定でインストールを行うものとします

ので 「Next」 をクリックします。 
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続いてショートカットの作成に関するオプションを選択します。ここでも、デフォルトの設定でインストールを継

続するものとしますので 「Next」 をクリックします。 

4. Network Interface警告の確認 

ネットワークに関する機能のインストールに関して、一時的にネットワークが中断される旨の警告メッセージ

が表示されます。警告メッセージを確認の上、「Yes」 をクリックしてインストールを継続します。 
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5. インストールの開始 

ここまでで、インストールの準備は完了です。「Install」 をクリックして、インストールを開始します。 

6. インストール中の確認 

インストール中にアカウント制御により許可を求められた場合には、適宜確認の上、「はい」 をクリックして、

インストールを継続してください。 
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また、インストール中に以下のソフトウェアに関して、インストール可否の確認を求められた場合には、すべ

てのソフトウェアについて、「インストール」 をクリックして、インストールを行うものとします。 

 Oracle Corporationユニバーサルシリアルバスコントローラー 

 Oracle Corporation Network Service 

 Oracle Corporationネットワークアダプター など 

7. インストールの完了 

インストールが完了すると、以下の画面が表示されます。「Start Oracle VM VirtualBox 4.2.18 after 

installation」 にチェック(☑)をすると、Setup Wizard終了後にOracle VM VirtualBoxマネージャーが起動

されます。ここでは、デフォルトの(チェックをつけている)状態で 「Finish」 をクリックして Setup Wizardを終

了します。 
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インストール作業は以上です。ここでは Oracle VM VirtualBoxマネージャーが起動されたことを確認して、

画面右上の 「×」 をクリックして画面を閉じます
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3.2 機能拡張パッケージの追加インストール 

1. 機能拡張パッケージのインストールの実行 

ダウンロードした機能拡張パッケージを追加インストールします。ここでは、以下に配置したダウンロード済

みの Oracle VM VirtualBox Extension Packのファイルを実行して追加インストールを開始します。 

C:¥software¥Oracle_VM_VirtualBox_Extension_Pack-4.2.18-88780.vbox-extpack 

ファイルを実行すると、Oracle VM VirtualBoxマネージャーの画面が表示されます。続いて、処理の実行に

ついて確認画面が表示されたら、「インストール」 をクリックして継続します。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

19 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

2. ライセンスとアカウント制御による確認 

ライセンスに関する情報が表示されますので、確認の上、「同意します」 をクリックして継続します。(記述を

最後までスクロールするとボタンのクリックが可能になります。) 

ユーザーのアカウント制御により確認画面が表示された場合は、「はい」 をクリックして継続します。 
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3. 機能拡張パッケージのインストールの完了 

機能拡張パッケージのインストール完了後に表示されるメッセージを確認して、作業は完了です。「OK」 を

クリックしてください。 

4. インストール後の確認 

機能拡張パッケージのインストール完了後は、Oracle VM VirtualBoxマネージャーから確認が可能です。

「ファイル」 タブの 「環境設定」 をクリックして設定画面を表示します。 
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画面左側の 「機能拡張」 を選択します。画面右側に表示された機能拡張パッケージのバージョンを確認し

て 「OK」 をクリックします。 
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3.3 インストール後の設定 

1. Oracle VM VirtualBoxの設定 

前述の設定画面より、引き続いて Oracle VM VirtualBoxで使用するフォルダーの設定を実施します。 

画面左側の 「一般」 を選択して、デフォルト仮想マシンフォルダーおよびVRDP認証ライブラリに任意の場

所を設定します。 

デフォルト仮想マシンフォルダーには、ゲストOSの情報が記載された xmlファイルや、仮想ディスクが配置

されます。また、VRDP認証ライブラリには、リモートディスプレイの認証ライブラリとして使用されます。 

ここでは以下のように設定するものとして、引き続き手順を説明します。 

デフォルト仮想マシンフォルダー C:¥VBox  

VRDP認証ライブラリ  VBoxAuth  (今回はデフォルトのまま変更なし) 

デフォルト仮想マシンフォルダーのプルダウンより 「その他」 を選択します。 
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表示された画面で 「System (C:)」 を選択して、「新しいフォルダーの作成」 をクリックします。クリック後、

今回は 「VBox」 を作成して選択し 「OK」 をクリックしてください。 

設定画面に表示された、デフォルト仮想マシンフォルダーおよび VRDP認証ライブラリを確認して、「OK」 

をクリックします。 
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3.4 仮想マシンの作成 

続いて、ゲストOSとして仮想マシンの作成を実施します。ここではOracle VM VirtualBoxマネージャーを使用

して仮想マシンを新規に作成していきます。 

ここではまず、node1の作成のみ実施します。node1を作成後、OSインストールや設定を行った後に node1

をクローンして node2やDNSサーバー用の仮想マシンを作成するものとします。node1をクローンせずに、同

様の手順で node2や DNSサーバー用の仮想マシンを作成しても構いません。 

1. 仮想マシンの新規作成 

はじめに、Oracle VM VirtualBoxマネージャーから、「新規(N)」 をクリックします。または、「仮想マシン」 

タブより 「新規(N)」 をクリックします。 
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2. 仮想マシン名と OS タイプの入力 

仮想マシンの名前として 「node1」 を入力します。また OSのタイプに 「Linux」 を、バージョンに 

「Oracle (64bit)」 を選択します。入力後、「次へ」 をクリックします。 

3. メモリの設定 

仮想マシンに割り当てるメモリを設定します。ここでは 「2613」 MB (2.5GB)を設定するものとします。入力

後は 「次へ」 をクリックします。(推奨としては 4GBですが、今回は 2.5GBで作成します。) 
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4. 仮想マシンの作成 

仮想マシンで使用する仮想ハードドライブを設定します。ここではまず、仮想ハードディスクを新規作成しま

すので 「仮想ハードドライブを作成する」 を選択して、「作成」 をクリックします。 

5. 仮想ハードドライブの作成 

仮想ハードドライブのファイルタイプに 「VDI (VirtualBox Disk Image)」 を選択して、「次へ」 をクリックし

ます。 
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続いて領域の割り当て方法を選択します。今回は、動的に割り当てを行う 「可変サイズ」 を選択して、「次

へ」 をクリックします。 

続いて、ファイルの配置場所とサイズを設定します。場所には 「node1」 を入力します。入力すると、今回

はデフォルト仮想マシンフォルダーとしてC:¥VBoxを設定しているのでC:¥VBox¥node1.vdiが仮想ハード

ディスクとして作成されます。サイズには 「25.00GB」 を入力して、「作成」 をクリックします。 
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6. 作成した仮想マシンの確認 

仮想マシンの作成が完了すると、Oracle VM VirtualBoxマネージャーに仮想マシンが表示されます。以下

の画面では、作成した node1が確認できます。ここまでで、仮想マシンの作成は完了です。 
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4. Oracle Linux 6のインストールと再起動後における設定 

続いて、作成した仮想マシンに Oracle Linux 6 Update 4のインストールを行います。ここでは、インストールの

事前準備から、インストールと再起動後に実施する設定についても以下の順で説明します。 

4.1 インストールの事前準備 

4.2 Oracle Linux 6のインストール 

4.3 インストール後の設定 

4.4 DNSサーバー用の仮想マシンの作成 

4.1 インストールの事前準備 

1. ソフトウェアの準備 

まず、仮想マシンへの Oracle Linux インストールに必要なソフトウェア・イメージをホスト OS上に準備しま

す。ここではダウンロード・ページ (URL : https://edelivery.oracle.com/linux ) より、有効なアカウンでロ

グインをします。ログイン後はライセンス規定に合意して、ここでは次の製品をダウンロードします。 

 Oracle Linux Release 6 Update 4 for x86_64 (64 bit) 

ここでは、ダウンロードしたファイルを以下の場所に配置して使用します。 

C:¥software¥V37084-01.iso 

https://edelivery.oracle.com/linux
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2. 仮想マシンのストレージ設定 

ダウンロードしたOSのソフトウェア・イメージを仮想マシンから使用できるように、ストレージの設定を実施し

ます。Oracle VM VirtualBoxマネージャー画面から 「設定」 をクリックして設定画面を表示します。 

「ストレージ」 の設定で IDE コントローラーの 「CD / DVDデバイスの追加」 アイコンをクリックして、CD / 

DVD ドライブを追加します。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

31 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

OSのソフトウェア・イメージを割り当てるために 「ディスクを選択」 をクリックして、仮想 CD / DVDディスク

を空のドライブに割り当てます。 

準備したソフトウェア・イメージを選択します。ここでは、以下に配置しているソフトウェア・イメージを使用し

ます。ファイルをダブルクリックするか、選択して 「開く」 をクリックします。 
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IDE コントローラーに追加したデバイス (V37084-01.iso) が表示されていることを確認します。 
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3. 仮想マシンのプロセッサ設定 

続いて、仮想マシンのプロセッサ数の設定を変更しておきます。操作には、引き続き Oracle VM VirtualBox

マネージャーの設定画面を使用します。設定画面の左側にある 「システム」 をクリックして、システムに関

する設定画面を表示した後、「プロセッサ」 タブをクリックして、ここではプロセッサ数を 「4」 に変更します。 

値は使用するマシンのスペックによって適宜変更してください。変更後、「OK」 をクリックします。 

変更後の確認として、Oracle VM VirtualBoxマネージャー画面の右側に表示されている、システムのプロ

セッサを確認しておきます。 
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4. 仮想マシンの起動 

確認後、仮想マシンを起動します。node1を選択して、「起動」 をクリックします。 

使用している物理マシンの設定によっては、仮想マシンの起動時に以下のエラーで起動できない場合があ

ります。 

この場合は Virtualization Technologyの設定を確認して、有効化されていない場合には設定を変更します。

以下に、本ガイドで使用している環境での対処方法を例として記載します。 

1. 上記のエラー画面は 「OK」 をクリックして閉じます。 

2. 使用しているノート PC上で起動しているプログラム (Oracle VM VirtualBox を含む) をすべて終了し

て、マシンを正常終了 (シャットダウン) します。 

3. マシンを起動して、BIOSの設定を以下のように変更します。 

Step 1 : BIOSの設定画面を起動 

Step 2 : Securityのセクションより Virtualizationを選択 

Step 3 : Intel ® Virtualization Technologyを有効に設定 

Step 4 : 設定変更を保存して終了し、再起動の完了を待つ 
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4.2 Oracle Linux 6のインストール 

起動した仮想マシン (node1) にOracle Linux 6 Update 4をインストールします。以下に、インストール手順を

記載します。 

1. 情報の確認 

仮想マシンが起動されると、以下の画面が表示されます。キーボードの自動キャプチャー機能が有効化さ

れているという情報が表示された場合は、ホスト OS と仮想マシンのウィンドウの切り替えに使用するホスト

キーの設定を確認します。デフォルトでは、キーボードの右下にある Ctrlキーがホストキーとして割り当てら

れています。確認後、ここでは 「次回からこのメッセージを表示しない」 にチェック (☑) をして 「OK」 をク

リックします。 

また、以下の画面も確認を行い、ここでは 「次回からこのメッセージを表示しない」 にチェック (☑) をして 

「キャプチャー」 をクリックします。 
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2. インストールの開始 

仮想マシンが起動され、以下の画面が表示されたら 「Install or upgrade an existing system」 を選択

してインストールを開始します。 

以下の画面が表示されたら、確認の上、ここでは 「次回からこのメッセージを表示しない」 にチェック (☑) 

をして 「OK」 をクリックします。 
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3. CD メディアの検証 

インストールに使用するメディアの検証を選択します。ここでは、「Skip」 を選択してメディアの検証をスキッ

プするものとします。 

4. インストール画面の表示 

以下の画面が表示されたら、仮想マシンのディスプレイについて確認します。ここでは 「次回からこのメッ

セージを表示しない」 をチェック (☑) して 「OK」 をクリックします。 
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インストール画面が表示されたら 「Next」 をクリックします。 

5. インストール言語の選択 

続いて、インストール作業に使用する言語を選択します。ここでは 「Japanese (日本語)」 を選択して 

「Next」 をクリックします。 
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6. キーボードの選択 

仮想マシンで使用するキーボードを設定します。ここでは 「日本語」 を選択して 「次」 をクリックします。 

7. ストレージデバイスの選択  

ストレージデバイスのタイプを設定します。ここでは、「基本ストレージデバイス」 を選択の上、「次」 をクリッ

クします。 
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次の確認画面が表示されたら、「はい。含まれていません。どのようなデータであっても破棄してください。」 

をクリックして継続します。 

8. ホスト名の設定 

ホスト名を設定します。ここでは 「node1.oracle12c.jp」 と設定して 「次」 をクリックします。 
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9. 地域の設定 

地域とシステムクロックを設定します。ここでは、表示されている設定のまま 「次」 をクリックします 

10. rootアカウントの設定 

rootユーザーのパスワードを設定します。任意のパスワードを入力して 「次」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

42 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

11. インストール・タイプの選択 

実行するインストールのタイプを選択します。ここでは 「すべての領域を使用する」 を選択して 「次」 をク

リックします。 

書き込みの確認が表示されたら、「変更をディスクに書き込む」 をクリックして続行します。 
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12. ソフトウェアの設定 

インストールするソフトウェアを選択します。ここでは、「Software Development Workstation」 を選択し

ます。また、「今すぐカスタマイズする」 を選択して、追加インストールするソフトウェアのより詳細な設定を

実施します。選択後は 「次」 をクリックします。 

13. ソフトウェアのカスタマイズ 

追加インストールするソフトウェアのより詳細な設定を実施します。ここでは、「サーバー」 の 「システム管

理ツール」 をチェック (☑) して、「追加パッケージ」 をクリックします。
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ここでは Oracle Validated RPMパッケージをインストールして Oracle Databaseのインストールに必要な

構成の一部 (oracleユーザーおよび OSグループの作成、追加パッケージのインストール、sysctl.confの

設定など) を実施するものとします。 

「oracle-rdbms-server-11gR2-preinstall-1.0.7.el6.x86_64」 をチェック (☑) して 「閉じる」 をクリック

します。12c用の Oracle Pre-Install RPMパッケージ (oracle-rdbms-server-12cR1-preinstall) は別途

Oracle public yum リポジトリなどから入手できます。ここでは同梱されている 11g用を使用します。 
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14. インストールの開始 

「次」 をクリックして、インストールを開始します。 

15. インストールの完了 

以下の画面が表示されたらインストールは完了です。「再起動」 をクリックして、システムを再起動します。 
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16. ようこそ 

インストール後のシステム設定を実施します。「進む」 をクリックします。 

17. ライセンス同意書 

ライセンス同意書の内容を確認して、「進む」 をクリックします。 
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18. ソフトウェアの更新 

ソフトウェア更新の設定を実施します。ここでは 「いいえ、後日に登録することを希望します」 を選択して 

「進む」 をクリックします。 

確認のためメッセージが表示されますので、確認の上 「いいえ、後で接続します」 をクリックします。 
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続いて、完了画面で 「進む」 をクリックします。 

19. ユーザーの作成 

rootユーザー以外のユーザーの作成を行います。ここでは特に作成は行いませんので、「進む」 をクリック

します。 
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確認のためメッセージが表示されますので、確認の上 「続ける」 をクリックします。 

20. 日付と時刻 

日付と時刻を設定します。現在の時刻を確認して必要であれば適宜修正を行い、「進む」 をクリックします。 
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21. Kdump 

Kdumpを設定します。ここでは、特に有効化せずに作業を続行しますので 「終了」 をクリックして、システ

ムを再起動します。 
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4.3 インストール後の設定 

仮想マシンへのOracle Linuxインストール後の設定として、Oracle VM VirtualBox Guest Additionsのインスト

ールとネットワークの設定などを実施します。 

1. Oracle VM VirtualBox Guest Additionsのインストール 

Oracle Linuxのインストールを行い、再起動した仮想マシンに rootユーザーでログインします。 

「その他」 を選択し、ユーザー名に 「root」 と入力して「ログイン」 をクリックします。 

続いて、rootユーザーに設定したパスワードを入力してログインします。 

ログイン後、次のような警告が表示された場合は確認の上 「再度表示しない」 をチェック (☑) して 「閉じ

る」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

52 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

ログイン後は、「デバイス」 から 「Guest Additionsのインストール」 を選択します。 

表示されたメッセージを確認して 「OK」 クリックします。 
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続いて、確認メッセージが表示されますので 「実行する」 をクリックします。新たに端末が開かれ、その端

末内でインストールが実行されます。 

実行が完了したら、Returnキーを入力して完了です。 
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画面上に表示されている Oracle VM VirtualBox Guest Additionsのイメージも取り出しておきます。イメー

ジの取り出しは、アイコンを右クリックしてメニューを表示し、その中から 「取り出す」 を選択します。 

2. ファイアーウォールと Security-Enhanced Linux (SELinux) の無効化 

Oracle Linux 6 Update 4では、OSインストール時にファイアーウォールと SELinuxの設定を変更すること

ができません。OSインストール直後はどちらも有効な状態になっています。これらを無効にする設定を実施

します。 

(補足) Oracle Database 12c Release 1は SELinuxに対応しているため SELinuxの無効化は必須では

ありません。今回は、検証環境として構築するため無効に設定するものとします。なお、SELinuxは Oracle 

ACFS ファイル・システムではサポートされていません。 
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「システム」 メニューの 「管理」 の中から 「ファイアーウォール」 をクリックします。 

「ファイアーウォールの設定の開始」 画面が表示されますので、「閉じる」 をクリックします。 
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表示された設定画面で、「無効」 をクリックします。 

続いて 「適用」 をクリックします。 
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確認ウィンドウが表示されますので、「はい」 をクリックします。 

「ファイル」 メニューから 「終了」 を選択し、設定完了です。 

また、再起動時に起動しないように自動起動の設定を無効にしておきます。rootユーザーで次のコマンドを

実行します。 

※ コマンドを実行するための端末は、Oracle VM VirtualBox画面上から 「アプリケーション」 ＞ 「システ

ムツール」 ＞ 「端末」 を選択して用意できます。 

# chkconfig iptables --list 

# chkconfig iptables off 

# chkconfig iptables --list 
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＜実行例＞ 

本ガイドで構築する環境は、検証用途が目的であるため、SELinuxは無効に設定します。SELinuxの無効

化は設定ファイルの編集で行います。端末を起動し、rootユーザーで編集を実施します。 

# vi /etc/selinux/config 

＜記述例＞  ※「enforcing」 となっている行をコメントアウトし、新たに 「disabled」 の行を追記します。 

今回は、使用しないネットワーク・インターフェースを削除しておきます。 

# virsh net-list --all 

# virsh net-destroy default 

# virsh net-autostart default --disable 

# virsh net-list --all 

＜実行例＞ 

#SELINUX=enforcing  

SELINUX=disabled 

[root@node1 ~]# chkconfig iptables --list 

iptables     0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off 

[root@node1 ~]# chkconfig iptables off 

[root@node1 ~]# chkconfig iptables --list 

iptables     0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off 

 

[root@node1 ~]# virsh net-list --all 

名前               状態     自動起動     永続 

----------------------------------------- 

default           動作中   はい (yes)  はい (yes) 
[root@node1 ~]# virsh net-destroy default 

ネットワーク default は強制停止されました 
[root@node1 ~]# virsh net-autostart default --disable 

ネットワーク default の自動起動設定が解除されました 
[root@node1 ~]# virsh net-list --all 

名前               状態     自動起動     永続 

----------------------------------------- 

default           停止状態 いいえ (no)  はい (yes) 
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3. ネットワークの設定 

続いて、仮想マシンのネットワーク設定を変更します。「システム」 メニューの 「設定」 の中から 「ネットワ

ーク接続」 をクリックします。 

「System eth0」 を選択して 「編集」 をクリックします。 
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接続名を 「eth0」 に変更して、「自動接続する」 にチェック (☑) します。続いて 「IPv4のセッティング」 

タブを選択して方式を 「手動」 に変更後、 「追加」 ボタンをクリックして次のようにアドレスや DNSサーバ

ーの情報を入力します。 

 アドレス : 192.168.56.101 

 ネットマスク : 255.255.255.0 

 DNSサーバー : 192.168.56.254 

 ドメインを検索 : oracle12c.jp 

設定後、「適用」 をクリックします。 

ネットワーク接続の画面は、「閉じる」 をクリックして閉じます。 

続いて Oracle VM VirtualBoxマネージャー画面より設定作業のため、一旦仮想マシンを停止します。ここ

では、以下のコマンドを rootユーザーで実行して仮想マシンを正常終了します。 

# shutdown -h now 

※ 仮想マシンの停止は、「システム」 メニューの 「シャットダウン」 からも実行することができます。 
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4. 使用済みイメージの削除 

仮想マシンの停止後、Oracle VM VirtualBoxマネージャーの 「ファイル」 メニューより、「仮想メディアマネ

ージャー」 を選択します。 

仮想メディアマネージャー画面で、「光学メディア」 タブを選択し、Oracle Linuxおよび VirtualBox Guest 

Additionsのイメージをそれぞれ選択して 「除去」 をクリックします。 
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確認メッセージが表示されたら 「除去」 をクリックして継続します。 

すべてのイメージを削除した後、「閉じる」 で終了します。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

63 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

5. ネットワークの設定 

Oracle VM VirtualBoxマネージャー画面の 「ネットワーク」 (「ネットワーク」 セクションの名前部分)をクリ

ックするか、「設定」 をクリックして設定画面を表示します。 

ネットワークの設定として、アダプター1の設定を変更します。割り当てを 「ホストオンリーアダプター」 に変

更して、名前には 「VirtualBox Host-Only Ethernet Adapter」 を選択します。設定後、「OK」 をクリッ

クします。 
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4.4 DNSサーバー用の仮想マシンの作成 

DNSサーバーとして利用する仮想マシンを準備します。ここでは、node1をクローンしてDNSサーバー用の仮

想マシンを準備するものとします。 

既存の DNSサーバーがあるといったその他の場合については、「Appendix 1. DNSサーバーの準備」 を参

照してください。 

1. 仮想マシンのクローン 

「node1」 を選択した状態で右クリックでメニューを表示し、「クローン」 を選択します。または、「仮想マシ

ン」 メニューから 「クローン」 を選択します。 
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作成する仮想マシンの名前として、ここでは 「dns」 と入力します。また、「すべてのネットワークカードの

MACアドレスを再初期化」 にチェック (☑) をつけます。入力後、「次へ」 をクリックします。 

クローンのタイプとして 「すべてをクローン」 を選択して 「クローン」 をクリックして実行します。 
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2. メモリの設定変更 

クローンの完了後、メモリ設定の変更を実施します。仮想マシン 「dns」 を選択した後、「システム」 をクリ

ックして設定画面を表示します。 

設定画面では、「システム」 セクションのメインメモリーを 「512」 MBに設定して 「OK」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

67 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

続いて、仮想マシンを起動して設定を継続します。「dns」 を選択して、「起動」 をクリックします。 

3. クローン後の設定変更 

dnsの起動後、まずホスト名を変更します。rootユーザーで次のコマンドを実行して設定ファイル内の記述

を変更します。 

# vi /etc/sysconfig/network 

＜編集例＞  ※ HOSTNAMEの設定に関する一行で、node1 という部分を dbsに変更します。 

続いて、ネットワークを設定します。「システム」 メニューの 「設定」 の中から 「ネットワーク接続」 を選択

します。 

[root@node1 ~]# vi /etc/sysconfig/network 

< 次の一行を変更する > 
HOSTNAME=node1.oracle12c.jp 

< 変更後 > 

HOSTNAME=dns.oracle12c.jp 
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「eth0」 を選択して 「削除」 をクリックします。 

確認メッセージが表示されたら 「削除」 をクリックします。 
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続いて 「Auto eth1」 を選択して 「編集」 をクリックします。 

接続名に 「eth0」、方式を 「手動」 に設定して 「追加」 からアドレスとネットマスクを入力します。 
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ここではアドレスに 「192.168.56.254」、ネットマスクに 「255.255.255.0」 と設定するものとします。設定

後、「適用」 をクリックします。 

ネットワークの設定変更は以上です。「閉じる」 をクリックします。 

ネットワーク・インターフェースの情報を初期化するために設定ファイルを削除します。rootユーザーで次の

コマンドを実行します。 

# cd /etc/udev/rules.d 

# ls 70-persistent-net.rules 

# rm -rf 70-persistent-net.rules 

＜実行例＞ 

設定を反映するために、一旦再起動します。rootユーザーで次のコマンドを実行します。 

# shutdown -r now 

[root@node1 ~]# cd /etc/udev/rules.d  

[root@node1 rules.d]# ls 70-persistent-net.rules 

70-persistent-net.rules 

[root@node1 rules.d]# rm -rf 70-persistent-net.rules 
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4. DNSの起動 

再起動後、DNSで名前解決を行うための情報を設定します。今回は DNSサーバーに dnsmasqを使用し

ます。rootユーザーで hosts ファイルに次の記載を追加します。 

# vi /etc/hosts 

＜記入例＞ 

DNSのサービスを起動します。rootユーザーで次のコマンドを実行します。 

# chkconfig dnsmasq --list 

# chkconfig dnsmasq on 

# chkconfig dnsmasq --list 

# service dnsmasq start 

＜実行例＞ 

DNSサーバー用の仮想マシンの設定は以上です。 

[root@dns ~]# vi /etc/hosts 

< 次の記述を追加> 

192.168.56.101 node1.oracle12c.jp node1 

192.168.56.102 node2.oracle12c.jp node2 

192.168.56.111 node1-vip.oracle12c.jp node1-vip 

192.168.56.112 node2-vip.oracle12c.jp node2-vip  

192.168.56.201 scan.oracle12c.jp  scan 

192.168.56.202 scan.oracle12c.jp  scan 

192.168.56.203 scan.oracle12c.jp  scan 

192.168.56.254 dns.oracle12c.jp  dns 

[root@dns ~]# chkconfig dnsmasq --list 

dnsmasq     0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off 

[root@dns ~]# chkconfig dnsmasq on 

[root@dns ~]# chkconfig dnsmasq --list 

dnsmasq     0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off 

[root@dns ~]# service dnsmasq start 

Starting dnsmasq:                 [ OK ] 
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5. インストール前の事前準備 

本ガイドの構成での Oracle Databaseのインストール前に実施すべき、インストール前の事前設定について以

下の順で説明します。 

5.1 仮想マシンの準備 

5.2 oracle-validated-verifyの実行 

5.3 OSグループ、ユーザー、およびディレクトリの作成 

5.4 ハードウェア要件とメモリの確認 

5.5 ネットワーク要件の確認 

5.6 ソフトウェア要件の確認 

5.7 環境変数とリソース制限の設定 

本文書では、Oracle Linux 6 Update 4のインストール時に Oracle Validated RPMパッケージをインストールし

ています。Oracle Validated RPMは Oracle Databaseのインストールに必要な構成タスクを実施するものです

が、ここで紹介しているインストール前の事前設定を完全に補うものではありませんのでご注意ください。つまり

Oracle Validated RPMを使用した場合も、インストール前の事前設定について確認を行い、適宜設定を実施す

るようにします。 

5.1 仮想マシンの準備 

これからインストール前の事前準備をする仮想マシンを用意します。ここでは node1に設定を行うものとします。

node1を起動する前に、ネットワークの設定を変更します。
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1. ネットワークの追加設定 

仮想マシン 「node1」 を選択した後、「ネットワーク」 をクリックして設定画面を表示します。 

ネットワークの設定として、アダプター2 とアダプター3の設定を変更します。 

ネットワーク設定の画面で 「アダプター 2」 タブを選択し、「ネットワークアダプターを有効化」 にチェック 

(☑)します。続いて、割り当てを 「内部ネットワーク」 に変更して、名前には 「intnet1」 を入力します。 
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「アダプター 3」 タブを選択し、「ネットワークアダプターを有効化」 にチェック (☑)します。続いて、割り当

てを 「内部ネットワーク」 に変更して、名前には 「intnet2」 を入力します。 

設定後、「OK」 をクリックします。 

「ネットワーク」 セクションに 3つのアダプターが表示されたことを確認して完了です。続いて node1の設定

のため、「node1」 を選択して 「起動」 をクリックします。 
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2. 仮想マシンの設定 

node1の起動後、rootユーザーでログインします。 

ログイン後、 「システム」 メニューの 「設定」 の中から 「ネットワーク接続」 を選択します。設定画面が表

示されたら 「Auto eth1」 を選択して 「編集」 をクリックします。 

接続名を 「eth1」 に変更して、「自動接続する」 にチェック (☑) がされていることを確認します。続いて

「IPv4のセッティング」 タブより、方式を 「手動」 にして 「追加」 からアドレスとネットマスクを入力します。 

ここではアドレスに 「192.168.100.101」、ネットマスクに 「255.255.255.0」 と設定するものとします。設定

後、「適用」 をクリックします。
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続いて 「Auto eth2」 を選択して 「編集」 をクリックします。 
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接続名を 「eth2」 に変更して、「自動接続する」 にチェック (☑) がされていることを確認します。続いて

「IPv4のセッティング」 タブより、方式を 「手動」 にして 「追加」 からアドレスとネットマスクを入力します。 

ここではアドレスに 「192.168.200.101」、ネットマスクに 「255.255.255.0」 と設定するものとします。設定

後、「適用」 をクリックします。 

ネットワークの設定変更は以上です。「閉じる」 をクリックします 
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5.2 oracle-validated-verifyの実行 

本文書の構成では、Oracle Validated RPMパッケージはインストールされているものの、一部設定値の変更

などが適用されていません。Oracle Linux 6 Update 4のインストールを日本語環境にて実施した場合には、

rootユーザーで以下のコマンドを実行して、英語環境で Oracle Validated RPMによる設定を実施します。 

# export LANG=C 

# oracle-rdbms-server-11gR2-preinstall-verify 

＜実行例＞ 

 

 

12c用の Oracle Pre-Install RPMパッケージをインストールした場合は、上記コマンドの代わりに
oracle-rdbms-server-12cR1-reinstall-verifyコマンドを実行します。 

5.3 OSグループ、OSユーザー、およびディレクトリの作成 

続いて、インストールに必要な OSグループ、OSユーザー、およびディレクトリを作成します。 

次の図は、今回の構成について概要を示します。 

図 4 : OSユーザー、OSグループ、ディレクトリ構成の概要 

Oracle Validated RPMにより oracleユーザーと必要最小限の OSグループとして、ここでは oinstall と dba 

が作成されています。今回のように oracleユーザー以外のOSユーザーを使用してインストールを行う場合や

任意に作成したOSグループを使用してDatabaseインスタンスや ASMインスタンスに対して高度な管理を行

う場合には、oinstall および dba 以外の OSグループも使用するため、ここで以下のコマンドを実行すること

により追加で作成しておきます。 

# export LANG=C 

# oracle-rdbms-server-11gR2-preinstall-verify 
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以下のコマンドを rootユーザーで実行します。 

# groupadd -g 1101 oper 

# groupadd -g 1102 backupdba 

# groupadd -g 1103 dgdba 

# groupadd -g 1104 kmdba 

# groupadd -g 1200 asmadmin 

# groupadd -g 1201 asmdba 

# groupadd -g 1202 asmoper 

＜実行例＞ 

続いてOSユーザーを作成します。ここでは、gridユーザーを新規に作成します。oracleユーザーは、すでに作

成されているため、oracleユーザーについてはOSグループの設定変更を実施するものとします。(oracleユー

ザーに対して設定されている初期パスワードは oracleです。) 

以下のコマンドを rootユーザーで実行します。 

# useradd -u 1100 -g oinstall -G asmadmin,asmdba,asmoper grid 

# usermod -u 54321 -g oinstall -G dba,backupdba,dgdba,kmdba,asmdba oracle 

# passwd grid 

# passwd oracle 

＜実行例＞ 

# useradd -u 1100 -g oinstall -G asmadmin,asmdba,asmoper grid 

# usermod -u 54321 -g oinstall -G dba,backupdba,dgdba,kmdba,asmdba oracle 

# passwd grid 

Changing password for user grid. 

New UNIX password:  

Retype new UNIX password:  

passwd: all authentication tokens updated successfully. 

# passwd oracle 

Changing password for user oracle. 

New UNIX password:  

Retype new UNIX password:  

passwd: all authentication tokens updated successfully. 

# groupadd -g 1101 oper 

# groupadd -g 1102 backupdba 

# groupadd -g 1103 dgdba 

# groupadd -g 1104 kmdba 

# groupadd -g 1200 asmadmin 

# groupadd -g 1201 asmdba 

# groupadd -g 1202 asmoper 
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作成後は、以下のコマンドでユーザーの設定を確認することができます。 

# id grid 

# id oracle 

＜実行例＞ 

最後に、以下のコマンドを rootユーザーで実行してインストールに必要なディレクトリを作成します。 

# mkdir -p /u01/app/grid 

# mkdir -p /u01/app/oracle 

# mkdir -p /u01/app/12.1.0/grid 

# chown -R grid:oinstall /u01 

# chown -R oracle:oinstall /u01/app/oracle 

# chmod -R 775 /u01 

＜実行例＞ 

# mkdir -p /u01/app/grid 

# mkdir -p /u01/app/oracle 

# mkdir -p /u01/app/12.1.0/grid 

# chown -R grid:oinstall /u01 

# chown -R oracle:oinstall /u01/app/oracle 

# chmod -R 775 /u01  

 

# id grid 

uid=1100(grid) gid=54321(oinstall) 所属グループ
=54321(oinstall),1200(asmadmin),1201(asmdba),1202(asmoper) 

# id oracle 

uid=54321(oracle) gid=54321(oinstall) 所属グループ
=54321(oinstall),54322(dba),1201(asmdba),1102(backupdba),1103(dgdba)

,1104(kmdba) 
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5.4 ハードウェア要件とメモリの確認 

ここでは、ハードウェアに関する要件とメモリを確認します。 

 システムのアーキテクチャ 

以下のコマンドを実行してシステムのアーキテクチャを確認することができます。 

# uname -m 

＜実行例＞ 

 システムの実行レベル 

以下のコマンドを rootユーザーで実行して、システムが実行レベル3か5で起動していることを確認します。 

# runlevel 

＜実行例＞ 

 OSバイナリ 

今回の環境では実施する必要はありませんが、その他の要件としては構成に使用するすべてのノードで、

同一の OSバイナリが使用されている必要があります。 

 ディスプレイ解像度 

また、Oracle Universal Installer (OUI) の起動に必要なディスプレイ解像度として、最低 1024 x 768を満

たしている必要があります。 

 物理メモリ 

Linux x86_64の環境における物理メモリの要件は 4GBです。次のコマンドで確認します。(今回は手順の

確認を目的としているため 2.5GBで構築するものとします。可能であれば 4GBに設定してください。) 

# grep MemTotal /proc/meminfo 

 スワップ領域 

スワップ領域の最低要件は、システムのアーキテクチャと物理メモリの容量によって異なりますので以下を

参考してください。以下は、Linux x86_64環境における要件です。 

# uname -m 

x86_64  

# runlevel 

N 5 
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使用可能な物理の容量 スワップ領域として必要な容量 

4GBから 16GB 物理メモリと同量 

16GB以上 16GB 

システムのスワップ領域は、以下のコマンドを実行して確認します。 

# grep SwapTotal /proc/meminfo 

スワップ領域の拡張が必要な場合には、OSのドキュメントなどを参照してスワップ領域の拡張手順を確認

した上で実行します。 

以下のコマンドで、前述の物理メモリとあわせてスワップ領域の空き容量を確認することができます。 

# free 

 一時領域 

一時領域として、/tmpに最低 1GB (1024MB) の空き領域があることも確認しておきます。 

# df -h /tmp 

 ディスクの空き容量 

また Linux x86_64環境では、ソフトウェアやデータファイルの配置用として以下の空き容量が必要です。 

 Oracle Grid Infrastructureのベース・ディレクトリ : 最低 3.5 GB 

 Oracle Grid Infrastructureのホーム・ディレクトリ: 最低 8 GB 

- 上記の値は、ソフトウェアをインストールするために必要な容量に加えて、ログの領域や Oracle 

Cluster Health Monitorのリポジトリを含みます。 

 Oracle Databaseのベース・ディレクトリ: 5.8 GB 

- 上記の値は、自動バックアップを構成する場合には、別途、高速リカバリ領域用として追加で領域

を用意する必要があります。 

 /dev/shm ファイルシステム 

自動メモリ管理 (MEMORY_TARGET初期化パラメータ、あるいはMEMORY_MAX_TARGET初期化パ

ラメータ) を使用する場合には、その値より大きなサイズで /dev/shmがマウントされている必要がありま

す。自動メモリ管理を使用せずに、SGA_TARGET初期化パラメータ、および

PGA_AGGREGATE_TARGET初期化パラメータを使用する場合には、/dev/shmの確保は特に必要あり

ません。
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以下のコマンドで、現在の値を確認します。ここでは、実行例にあるように領域が確保されているので、確

認のみ実施し、明示的な設定変更などは必要ないものとします。 

# df -k 

＜実行例＞ 

もし、/dev/shmがマウントされていない場合には、以下のコマンドを rootユーザーで実行してマウント・ポイ
ントを作成します。以下は、1500MBで作成する際の例です。 

# mount -t tmpfs tmpfs -o size=1500m /dev/shm 

システムの再起動後にも自動でマウントされるようにするためには、/etc/fstabファイルに以下のように追記

します。 

＜追記例＞ 

5.5 ネットワーク要件の確認 

次に、ネットワークの要件を確認します。 

 ネットワーク・インターフェース・カード (NIC) 

クラスタを構成する各ノードに最低 2つの NICが必要です。1つをパブリック・ネットワーク用として、もう 1

つをプライベート (インターコネクト) ・ネットワーク用として使用します。本ガイドでは、インターコネクトの冗

長化を行うため、プライベート・ネットワーク用として 2つの仮想 NIC を用意しています。 

各ネットワークの要件については次を参考にしてください。 

 パブリック・ネットワーク 

- TCP / IPをサポートしていること 

 プライベート・ネットワーク (インターコネクト・ネットワーク) 

- TCP / IP をサポートしていること 

- クロスオーバー・ケーブルは非サポート 

- PSR 11.2.0.2以降を使用する場合には、インターコネクトの冗長化機能を利用して複数のネット

# df -k 

Filesystem           1K-ブロック    使用   使用可 使用% マウント位置 

/dev/mapper/VolGroup00-LogVol00 

                      20726940   3494812  16162256  18% / 

/dev/sda1               101086     23318     72549  25% /boot 

tmpfs                  1309284         0   1309284   0% /dev/shm 

# vi /etc/fstab 

 

＜以下の内容を追記＞ 

tmpfs  /dev/shm tmpfs    size=1500m  0 0 
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ワーク・インターフェースをインターコネクトとして構成可能 

 IPアドレス 

クラスタを構成する各ノードに、次の IPアドレスが必要です。 

 パブリック IPアドレス 

 仮想 IP (VIP) アドレス 

 プライベート IPアドレス 

 Single Client Access Name (SCAN) IPアドレス 

- データベースへのアクセスに使用される単一のエイリアス 

- 単一の SCAN名 (ホスト名) に対して、3つの IPアドレスを名前解決できるように設定 

IPアドレスの構成には、以下 2つのオプションがあります。 

1. DNSサーバーを用いた静的な IPアドレスの割り当て 

2. Grid Naming Service (GNS) と DHCPサーバーを用いた構成による動的な IPアドレスの割り

当て 

ここでは、DNSサーバーを使用して必要な IPアドレスの構成を実施します。 

 Oracle Flex ASM利用時のネットワーク 

ストレージ構成に Oracle Flex ASM構成を利用する場合には、ASMで利用するネットワークが必要です。

このネットワークは、インターコネクトとして使用するプライベート・ネットワークと別でも構いませんし、同一

のネットワークを利用することもできます。 

今回は、インターコネクトとして使用するプライベート・ネットワークと同一のネットワークを利用するものとし

ます。 

 ブロードキャスト通信 (ADPおよび UDP) 

PSR 11.2.0.2以上のバージョンを使用する場合には、すべてのノードにおいてパブリックおよびプライベー

ト・ネットワーク用のインターフェースでブロードキャスト通信を行えるようにします。 

 マルチキャスト通信 

クラスタを構成するすべてのノードにおいて、プライベート・ネットワークのマルチキャスト通信を行えるよう

に設定します。 

 複数プライベート・ネットワーク利用時の設定 

RAC構成において複数のネットワークをプライベート・ネットワークとして利用する場合には、rp_filterパラメ

ータの設定が必要です。このカーネル・パラメータの設定を0 (フィルタなし) または2 (緩いフィルタ) に設定

します。 

この設定は、使用している Oracle Linuxカーネルのバージョンによっては既に 2に設定されている場合が
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あります。今回の構成では、設定の変更が必要であるため手順を実施します。 

1. カーネル・パラメータの設定変更 

rootユーザーで /etc/sysctl.conf ファイルの最後に次の設定を追記します。 

# vi /etc/sysctl.conf 

＜記述例＞ 

追記した内容を保存して、次のコマンドを実行して変更した値を反映します。 

# /sbin/sysctl -p 

2. 名前解決のための記述を追記します。 

/etc配下の hosts ファイルに次の設定を記述します。 

# cd /etc 

# vi hosts 

＜実行例＞ 

 

# vi /etc/sysctl.conf  

< 以下の記載を追記 > 

net.ipv4.conf.eth1.rp_filter = 2 

net.ipv4.conf.eth2.rp_filter = 2  

# cd /etc 

# vi hosts 

＜以下を追記＞ 

192.168.56.101 node1.oracle12c.jp node1 

192.168.56.102  node2.oracle12c.jp node2 

192.168.56.111 node1-vip.oracle12c.jp node1-vip 

192.168.56.112  node2-vip.oracle12c.jp node2-vip 
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5.6 ソフトウェア要件の確認 

続いて、ソフトウェアの要件を確認します。今回は Oracle Validated RPMパッケージで設定を行っているため、

特に設定は必要ありませんが、次の項目について製品マニュアルを参照の上、最新の要件を満たしているか

を確認する必要があります。 

 RPMパッケージ 

Oracle Databaseのインストールに必要なパッケージを確認します。必要なパッケージは、使用する OSの

バージョンによって異なります。 

追加インストールやインストール済みのパッケージの確認が必要な場合には、rootユーザーで rpmコマンド

を使用します。 

 カーネル・パラメータ 

続いて、カーネル・パラメータの設定を確認します。推奨値は、使用する OSのバージョンによって異なりま

す。設定値は、次のコマンドを rootユーザーで実行して確認します。 

# sysctl -a 

設定変更が必要な場合には、rootユーザーで /etc/sysctl.conf ファイルを編集の上、設定変更を反映する

ために次のコマンドを実行します。 

# sysctl -p 

5.7 システム時刻同期の設定 

システム時刻は、クラスタを構成するすべてのノード間で同期されている必要があります。クラスタ内のシステ

ム時刻の同期に使用できる方法は、次の 2つです。 

 Cluster Time Synchronization Service (CTSS) 

 Network Time Protocol (NTP) 

CTSSはクラスタ時刻同期化サービスとも呼ばれ、Oracle Database 11g Release 2より提供されているシス

テム時刻の同期を行う新機能です。NTPが設定されていない場合は、CTSSによりクラスタ内のすべてのノー

ドでシステム時刻が同期されます。ただし、CTSSは Oracle Clusterwareにより提供されているサービスであ

るため、システム時刻の同期はあくまでもクラスタ内のノードが対象です。クラスタ外のノードともシステム時刻

を同期する場合には NTPを使用します。 

本ガイドでは、システム時刻の同期に CTSSを使用します。システム時刻の同期に CTSS を使用する場合と

NTP を使用する場合の設定方法を以下に記載します。 

CTSS を使用する場合 

CTSS を使用する場合には、NTPを停止して構成を削除します。手順は rootユーザーで実施します。 

1. ntpdサービスの起動状態を確認して、稼働している場合には停止します。 

# service ntpd status 
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# service ntpd stop 

＜実行例＞ 

2. ntpdサービスの設定を確認して、有効化されている場合は無効化します。 

# chkconfig --list ntpd 

# chkconfig ntpd off 

＜実行例＞ 

3. 設定ファイルがある場合には、削除あるいは別名保存します。 

# rm /etc/ntp.conf  (または # mv /etc/ntp.conf /etc/ntp.conf.org など) 

＜実行例＞ 

4. ntpd.pid ファイルが存在する場合にはファイルを削除します。 

# ls -l /var/run/ntpd.pid 

＜実行例＞ 

NTP を使用する場合 

NTP を使用する場合には、-xオプションを指定して時刻調整の方法を slewモードに設定します。slewモード

# service ntpd status 

ntpd は停止しています 

＜稼働している場合には次のコマンドで停止＞ 

# service ntpd stop 

ntpd を停止中:                                             [  OK  ] 

# chkconfig --list ntpd 

ntpd            0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off 

＜有効化 (on) に設定されている場合には次のコマンドで無効化＞ 

# chkconfig ntpd off 

# rm /etc/ntp.conf  

rm: remove 通常ファイル ̀ /etc/ntp.conf'? y 

# ls -l /var/run/ntpd.pid 

ls: /var/run/ntpd.pid: そのようなファイルやディレクトリはありません 

＜存在する場合には次のコマンドで削除＞ 

# rm /var/run/ntpd.pid 
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では、システム時刻を同期する際に、時刻の後戻りが発生することがありません。手順は rootユーザーで実施

します。 

1. /etc/sysconfig/ntpdファイルに、-xオプションの指定を追加します。 

# vi /etc/sysconfig/ntpd 

＜実行例＞ 

2. ntpdサービスが無効化されている場合は有効化します。 

# chkconfig --list ntpd 

# chkconfig ntpd on 

＜実行例＞ 

3. ntpdサービスを起動します。すでに起動している場合には再起動します。 

# service ntpd start (再起動の場合は # service ntpd restart ) 

＜実行例＞ 

4. ntpdサービスが-xオプション付きで起動していることを確認します。 

# ps -ef |grep ntpd 

＜実行例＞ 

# vi /etc/sysconfig/ntpd  

# Drop root to id 'ntp:ntp' by default. 

OPTIONS="-x -u ntp:ntp -p /var/run/ntpd.pid" 

# Set to 'yes' to sync hw clock after successful ntpdate 

SYNC_HWCLOCK=no 

# Additional options for ntpdate 

NTPDATE_OPTIONS="" 

# chkconfig --list ntpd 

ntpd            0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off 

＜無効化 (off) に設定されている場合には次のコマンドで有効化＞ 

# chkconfig ntpd on 

# service ntpd start 

ntpd を起動中:                                             [  OK  ] 

# ps -ef |grep ntpd 

ntp 4476 1  0  12:00 ? 00:00:00 ntpd -x -u ntp:ntp -p 

/var/run/ntpd.pid -g 
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5.8 cvuqdiskパッケージのインストール 

Cluster Verification Utility (CVU) で使用する cvuqdiskパッケージをインストールします。 

CVUは、クラスタ検証ユーティリティとも呼ばれ、クラスタ環境やRACを構成する各コンポーネントの構成や稼

働状態を確認することができるユーティリティです。インストールおよび構成前後の検証に加え、RAC構築時

や運用、管理作業においてのトラブルシューティングにも利用できます。Oracle Database 11g Release 2から

は、一部の検証項目について適切な設定への修正を可能にする修正スクリプトを生成する機能も実装されて

います。 

cvuqdiskパッケージを各ノードにインストールするためには、次の 2つの方法があります。 

 rpm コマンドを使用した手動でのインストール (cvuqdiskパッケージはソフトウェアに同梱) 

 CVUでの検証により生成された修正スクリプトを使用したインストール 

ここでは、OUIでのインストール時に CVUによる検証で生成される修正スクリプトを使用して cvuqdiskパッケ

ージのインストールを行うものとします。 

5.9 Intelligent Platform Management Interface (IPMI) の設定 

Intelligent Platform Management Interface (IPMI) を利用して、障害ノードを停止することができます。IPMI

を利用できるハードウェアを用いた環境の場合には、IPMIの構成した上で Oracle Clusterwareに IPMIの使

用設定を行うことで、障害ノードに対して Oracle Clusterwareや OSに依存せずに Baseboard Management 

Controller (BMC) を利用した LAN経由でのノード停止を可能にします。 

本ガイドでは、IPMIの設定および Oracle Clusterwareへの使用設定はしないものとします。 

5.10 Secure Shell (SSH) の構成 

クラスタを構成しているすべてのノード間では、パスフレーズなしでの Secure Shell (SSH) 接続が確立されて

いる必要があります。SSH接続の確立には、次の 2つの方法があります。 

 インストール前にノードごとに手動での構成を実施する 

 インストール中にすべてのノードで OUIを使用した構成を実施する 

本ガイドでは、OUIを使用してインストール中に SSH接続を確立する方法をとるものとします。 

5.11 環境変数とリソース制限の設定 

環境に応じて、ソフトウェアをインストールする OSユーザー (今回は oracle) に環境変数とリソース制限を設

定します。 

OUIを日本語で表示したい場合には、インストールを実施するユーザーの環境変数 LANGを確認し、

LANG=ja_JP.UTF-8に設定して OUIを起動します。 

次に、リソース制限を設定します。リソース制限は、インストールに使用するOSユーザーに対して設定します。

設定には各ノードの /etc/security配下にある limits.conf ファイルを使用します。 
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本ガイドではOracle Validated RPMパッケージを使用することにより oracleユーザーに対する一部の設定は

完了しているため、追加で作成した gridユーザーについて設定を行います。 

rootユーザーで /etc/security/limits.conf ファイルを編集して、ファイルの記述の最後に次の記述を追記しま

す。 

# vi /etc/security/limits.conf 

＜記述例＞ 

追記後、設定を保存します。 

5.12 記憶域の確認と準備 

Oracle Database 12c Release 1では、OUIや Database Configuration Assistant (DBCA) といった GUIの

ツールで次の記憶域が使用できます。 

 Oracle Automatic Storage Management (ASM) 

 共有ファイルシステム 

RAWデバイスあるいはブロック・デバイス上にOracle Cluster Registry (OCR) や投票ディスクを含むOracle 

Clusterware関連のファイルや Oracle Database関連のファイルを格納することはできません。 

本ガイドでは Oracle ASMを記憶域として選択するものとします。各ノードで共有されるように設定された仮想

ディスク・デバイスごとに単一パーティションを作成して、それぞれを 1本の ASMディスクとして使用します。 

設定を行うために、一旦仮想マシンを停止して Oracle VM VirtualBoxマネージャーから操作を行います。 

rootユーザーで次のコマンドを実行し、仮想マシンを停止します。 

# shutdown -h now 

仮想マシンの停止後、複数のゲスト OS (仮想マシン) から利用可能な共有ストレージの設定を開始します。こ

こでは共有ストレージ用の領域 (フォルダ) としてC:¥VBox¥shared_diskを利用するものとし、5GBの仮想デ

ィスクを 6本作成するものとします。 

各仮想ディスクの名称と、ゲスト OS (仮想マシン) のデバイス名の対応は以下に記載します。 

＜仮想ディスク一覧＞ 

# vi /etc/security/limits.conf  

＜以下を追記＞  

grid  soft  nproc 2047 

grid  hard nproc 16384 

grid  soft  nofile 1024 

grid  hard  nofile 65536 

grid soft stack 10240 

grid hard stack 32768 
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ホスト OS上における仮想ディスク名 ゲスト OS上 (/dev配下) におけるデバイス名 

disk01.vdi sdb 

disk02.vdi sdc 

disk03.vdi sdd 

disk04.vdi sde 

disk05.vdi sdf 

disk06.vdi sdg 

1. フォルダの作成 

まず、ホスト OS上でコマンドプロンプトを用意し、次のコマンドを実行してフォルダを作成します。 

コマンドプロンプトはWindowsの 「スタート」 メニューから 「ファイル名を指定して実行」 を選択し、

「cmd」 を入力して 「OK」 をクリックします。あるいは、「スタート」 メニューから 「すべてのプログラム」 

より 「アクセサリ」 を選択し、「コマンドプロンプト」 を選択します。 

コマンドプロンプトが表示されたら、次のコマンドを実行します。 

mkdir C:¥VBox¥shared_disk 

＜実行例＞ 

フォルダーの作成は、コマンドプロンプトではなくWindowsエクスプローラーを使用しても構いません。 

2. 仮想ディスクの作成 

続いて、仮想ディスクを作成します。Oracle VM VirtualBoxマネージャーより操作を実行します。 

仮想マシン 「node1」 を選択した後、「ストレージ」 をクリックして設定画面を表示します。 

C:¥Users¥candy> mkdir C:¥VBox¥shared_disk 
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設定画面より、コントローラー : SATAの 「ハードディスクの追加」 のアイコンをクリックします。 
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追加する仮想ハードディスクについて、「新規ディスクの作成」 をクリックします。 

作成する仮想ハードドライブのファイルタイプには、「VDI (VirtualBox Disk Image)」 を選択して 「次

へ」 をクリックします。 
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続いて、「固定サイズ」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 

ファイルの場所とサイズを設定します。まず画面右の 「フォルダー」 のアイコンをクリックします。 
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ここでは、C:¥VBox¥shared_disk フォルダーを選択してファイル名を 「disk01.vdi」 として 「保存」 をク

リックします。 

設定した場所を確認して、サイズには 「5.00」 GBを入力します。入力後 「作成」 をクリックします。 
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仮想ディスクの作成が開始されます。 

作成の完了後、コントローラー : SATAに disk01.vdiが表示されていることを確認します。 

同様の手順で、他の仮想ディスクを作成します。今回は disk02.vdiから disk06.vdiまでの残り 5本を作成

します。
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必要な仮想ディスクの作成後、複数の仮想マシンから共有可能な設定に変更しておきます。「ファイル」 

メニューから 「仮想メディアマネージャー」 を選択します。 

設定を変更したい仮想ディスクを選択して 「変更」 のアイコンをクリックします。ここではまず disk01.vdi

を選択して設定変更を行うものとします。 
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属性を 「共有可能」 に設定して 「OK」 をクリックします。 

仮想メディアマネージャー画面の表示から、画面下部のタイプが 「共有可能」 と変更されたことを確認し

ます。他に作成した仮想ディスクがある場合、同様の手順でタイプを共有可能に設定変更します。今回は

disk02.vdiから disk06.vdiの 5本に対して同様の手順で設定変更を行います。 

すべての仮想ディスクに設定変更した後、「閉じる」 をクリックします。 
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続いて設定を反映させるため、「ストレージ」 をクリックして設定画面を表示します。 

コントローラー : SATAにすべてのディスクが表示されていることを確認して 「OK」 をクリックします。 
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「ストレージ」 セクションの仮想ディスクの表示が 「(共有可能 5.00 GB)」 と変更されたことを確認します。 

ここまでの手順を作成した仮想ディスク (disk02から disk06まで) に対して実施します。 

仮想ディスクの作成は完了です。続いてゲスト OS (仮想マシン) 側での設定を行うため 「node1」 を選

択して 「起動」 をクリックします。起動後は rootユーザーでログインします。 

3. パーティションの作成 

各ディスク・デバイス (/dev配下の sdbから sdgまで) に単一パーティションを作成します。 

# fdisk /dev/sdb 

＜実行例＞ 

# fdisk /dev/sdb 

コマンド (m でヘルプ): n 
コマンドアクション 
   e   拡張 

   p   基本領域 (1-4) 

p 

領域番号 (1-4): 1 

最初 シリンダ (1-652, default 1):  ← デフォルトの 1を使用するので Enter 

Using default value 1 

終点 シリンダ または +サイズ または +サイズ M または +サイズ K (1-391, default 652): 

                             ← デフォルトの 652を使用するので Enter  

Using default value 652 

コマンド (m でヘルプ): w 

領域テーブルは交換されました！ 

ioctl() を呼び出して領域テーブルを再読込みします。 
ディスクを同期させます。 
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上記のコマンドを各ディスク・デバイスに対してそれぞれ実行します。 

4. OS再起動後、各ディスク・デバイスに対してアクセス権限や所有グループが適切に設定されるように、

udevのルール・ファイルを設定します。今回は、99-oracle.rules というファイル名で udevのルール・ファ

イルを新規作成して使用します。 

# vi /etc/udev/rules.d/99-oracle.rules 

次の記述をファイルに記述します。 

KERNEL=="sd[b-z]1",ACTION=="add|change",OWNER="grid",GROUP="asmadmin",MODE="0660" 

＜実行例＞ 

5. ルール・ファイルの設定を反映します。OSを再起動するか、次のコマンドを実行してください。 

# udevadm control --reload-rules 

# start_udev 

＜実行例＞ 

次のコマンドを実行してアクセス権と所有者が設定した内容で変更されたことを確認しておきます。 

# ls -l /dev/sd*1 

＜実行例＞ 

# vi /etc/udev/rules.d/99-oracle.rules 

（以下 ASMディスク用に 1行で記述） 
KERNEL=="sd[b-z]1",ACTION=="add|change",OWNER="grid",GROUP="asmadmin",MODE="0660" 

# udevadm control --reload-rules  

# start_udev  

udev を起動中:                                             [  OK  ] 

# ls -l /dev/sd*1 

brw-r----- 1 root disk     8,  1 9月 16 10:26 /dev/sda1 

brw-rw---- 1 grid asmadmin 8, 17 9月 16 10:46 /dev/sdb1 

brw-rw---- 1 grid asmadmin 8, 33 9月 16 11:04 /dev/sdc1 

brw-rw---- 1 grid asmadmin 8, 49 9月 16 11:04 /dev/sdd1 

brw-rw---- 1 grid asmadmin 8, 65 9月 16 11:04 /dev/sde1 

brw-rw---- 1 grid asmadmin 8, 81 9月 16 11:04 /dev/sdf1 

brw-rw---- 1 grid asmadmin 8, 97 9月 16 11:04 /dev/sdg1 
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5.13 node2用の仮想マシンの作成 

node2 として使用する仮想マシンを作成します。 

ここではインストール前に必要な事前設定が完了している node1をクローンして node2を作成するものとしま

す。次の手順を実行して、node1をクローンする前に仮想マシンの停止と仮想ディスクのデタッチを行います。 

1. 仮想マシンの停止 

次のコマンドを rootユーザーで実施して、一旦仮想マシンを停止します。 

# shutdown -h now 

2. 仮想ディスクのデタッチ 

仮想ディスクを node1からデタッチします。今回は disk01.vdiから disk06.vdiまでの 6本を node1からデ

タッチします。 

設定画面を表示し、デタッチする仮想ディスクを選択して 「割り当て除去」 のアイコンをクリックします。 

今回は disk01.vdiから disk06.vdi をデタッチします。デタッチ後、「OK」 をクリックします。 

※ node1.vdiはデタッチしないように注意してください。 
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3. 仮想マシンのクローン 

「node1」 を選択して、右クリックで表示されるメニューから 「クローン」 を実行します。 

クローンによって作成する仮想マシンの名前を入力します。 

ここでは入力フィールドに 「node2」 と入力して 「すべてのネットワークカードのMACアドレスを再初期

化」 にチェック (☑) します。入力後、「次へ」 をクリックします。 
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クローンのタイプとして 「すべてをクローン」 を選択していることを確認して、「クローン」 をクリックします。 

クローンの完了後、node2が表示されます。 
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4. 仮想ディスクのアタッチ 

node1および node2に仮想ディスクをアタッチします。ここでは disk01.vdiから disk06.vdiまでの 6本をア

タッチするものとします。 

次の手順では、まず node1に仮想ディスクをアタッチしています。同様の手順で node2にも仮想ディスクの

アタッチを実行してください。 

「node1」 を選択して 「ストレージ」 をクリックして設定画面を表示します。 
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「コントローラー : SATA」 を選択して 「ハードディスクの追加」 のアイコンをクリックします。 

「既存のディスクを選択」 を選択します。 
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ディスクの選択画面でアタッチする仮想ハードドライブファイルを選択します。ここではまず、「disk01.vdi」 

をダブルクリック、または選択して 「開く」 をクリックします。 

選択した仮想ディスクがアタッチされていることを確認します。同様の手順ですべての仮想ディスクをアタッ

チしてください。 

完了後、「OK」 をクリックして画面を閉じます。 
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続いて node2にも仮想ディスクをアタッチします。この 「4. 仮想ディスクのアタッチ」 で node1に実行した

手順を node2にも実行して、仮想ディスクをアタッチします。 

手順が完了した後、確認として Oracle VM VirtualBoxマネージャー画面のストレージ・セクションの表示を

確認します。 

node1および node2それぞれで、すべての仮想ディスク (今回は disk01.vdiから disk06.vdiまでの 6本) 

が表示されていることを確認します。 

5. クローン後の設定変更 

node2を起動して、設定変更を行います。「node2」 を選択して 「起動」 をクリックします。 

起動後、rootユーザーでログインします。/etc/sysconfig/network を編集して、ホスト名を変更します。 

# vi /etc/sysconfig/network 
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＜編集例＞ 

続いて 「システム」 メニューの 「設定」 の中から 「ネットワーク接続」 を選択します。設定画面が表示さ

れたら 「eth0」、「eth1」、「eth2」 をそれぞれ選択して 「削除」 をクリックします。 

削除の確認メッセージを確認して 「削除」 をクリックします。 

eth0および eth1も同様の手順で削除します。

[root@node1 ~]# vi /etc/sysconfig/network 

< 次の一行を変更する > 

HOSTNAME=node1.oracle12c.jp 

< 変更後 > 

HOSTNAME=node2.oracle12c.jp 
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「Auto eth3」 を選択して 「編集」 をクリックします。 

接続名を 「eth0」 に変更します。node2のネットワークの設定は 「デバイスのMACアドレス」 に表示さ

れているMACアドレスと、各アダプターのMACアドレスが一致することを確認しながら設定をします。 
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併せて確認する各アダプターの MACアドレスは、Oracle VM VirtualBoxマネージャーの設定画面から確

認できます。グレーアウトされている部分の MACアドレスを確認して、次のように対応するように設定しま

す。 

 アダプター1 と eth0 

 アダプター2 と eth1 

 アダプター3 と eth2 

eth0の設定に戻ります。「IPv4のセッティング」 タブより、方式を 「手動」 にして 「追加」 からアドレスとネ

ットマスクを入力します。 

ここではアドレスに 「192.168.56.102」、ネットマスクに 「255.255.255.0」 と設定するものとします。DNS

サーバーには 「192.168.56.254」 を、ドメインを検索には 「oracle12c.jp」 を設定します。設定後、「適

用」 をクリックします。 
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続いて 「Auto eth4」 を選択して、「編集」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

113 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

接続名を 「eth1」 に変更して、「自動接続する」 にチェック (☑) がされていることを確認します。続いて

「IPv4のセッティング」 タブより、方式を 「手動」 にして 「追加」 からアドレスとネットマスクを入力します。

ここではアドレスに 「192.168.100.102」、ネットマスクに 「255.255.255.0」 と設定するものとします。設定

後、「適用」 をクリックします。 

続いて 「Auto eth5」 を選択して 「編集」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

114 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

接続名を 「eth2」 に変更して、「自動接続する」 にチェック (☑) がされていることを確認します。続いて

「IPv4のセッティング」 タブより、方式を 「手動」 にして 「追加」 からアドレスとネットマスクを入力します。

ここではアドレスに 「192.168.200.102」、ネットマスクに 「255.255.255.0」 と設定するものとします。設定

後、「適用」 をクリックします。 

ネットワークの設定変更は以上です。「閉じる」 をクリックします 
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ネットワーク・インターフェースの情報を初期化するために設定ファイルを削除します。rootユーザーで次の

コマンドを実行します。 

# cd /etc/udev/rules.d 

# ls 70-persistent-net.rules 

# rm -rf 70-persistent-net.rules 

＜実行例＞ 

設定を反映するために、一旦再起動します。rootユーザーで次のコマンドを実行します。 

# shutdown -r now 

node2の設定は完了です。クローンの作業はすべて完了したので、node1も起動しておきます。 

この時点で、次の 3つの仮想マシンが起動していることを確認します。 

 node1 

 node2 

 dns 

[root@node1 ~]# cd /etc/udev/rules.d  

[root@node1 rules.d]# ls 70-persistent-net.rules 

70-persistent-net.rules 

[root@node1 rules.d]# rm -rf 70-persistent-net.rules 
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6. Oracle Grid Infrastructure インストールおよび構成 

ここからソフトウェアのインストール手順について説明します。クラスタ環境を構築するには Oracle Grid 

Infrastructure と Oracle Databaseの 2つのソフトウェアが必要です。 

本ガイドでは、初期リリースである Oracle Database 12c Release 1 (12.1.0.1) を使用します。ソフトウェアは

Oracle Technology Network (OTN) よりダウンロードすることが可能です。

( http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/enterprise-edition/downloads/index.html ) 

はじめに、事前準備としてソフトウェアの準備とインストールを行う OSユーザーでのログインを実施します。 

1. ソフトウェアの準備 

はじめに、Oracle Grid Infrastructure と Oracle Databaseのインストールに必要なソフトウェアを仮想

マシンであるnode1上へ配置します。仮想マシンへFTP、SCPプロトコルなどでソフトウェアを直接送っ

て配置することもできますが、ここでは、Oracle VM VirtualBoxの Guest Additionsで提供されている

共有フォルダー機能 (ホスト OS とゲスト OS間でのファイル共有機能) を利用するものとします。 

まず、ホスト OS (Oracle VM VirtualBoxを起動しているWindowsマシン) 側で、ダウンロードしたソフ

トウェアを任意の場所に配置します。ここでは次の場所に配置したものとして進めます。 

C:¥software¥oracle 

Oracle VM VirtualBoxマネージャー画面において 「node1」 を選択して 「設定」 をクリックします。設

定画面が表示されたら、左ペインから 「共有フォルダー」 を選択します。続いて、右側の 「共有フォル

ダーを追加」 のアイコンをクリックします。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/enterprise-edition/downloads/index.html
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共有したいフォルダーのパスを 「フォルダーのパス」 に、ゲスト OS (Oracle Linux 6 Update 4) でマ

ウントするときの名前を 「フォルダー名」 に設定します。ここでは、 「C:¥software¥oracle」 を 「フォ

ルダーのパス」 に、フォルダー名に 「oracle」 を設定し、「OK」 をクリックします。なお、node1が稼

働中の場合は、仮想マシンを再起動したときに継続して設定を有効にする 「永続化する」 の選択(☑)

も可能です。設定の永続化は任意です。 

続いて、node1に rootユーザーでログインし、共有フォルダーをディレクトリにマウントします。本ガイド

では、マウント先のディレクトリとして 「/opt/image」 を作成し、マウントを行います。 

# mkdir /opt/image 

# mount -t vboxsf oracle /opt/image 

＜実行例＞ 

続けて、次のコマンドでソフトウェアを展開 (unzip) しておきます。 

# cd /opt/image 

# ls 

# unzip <DOWNLOADED_ZIP_FILE_NAME> 

＜実行例＞ 

# mkdir /opt/image 

# mount –t vboxsf oracle /opt/image 

 

# cd /opt/image 

# ls 

linuxamd64_12c_database_1of2.zip   linuxamd64_12c_grid_1of2.zip 

linuxamd64_12c_database_2of2.zip   linuxamd64_12c_grid_1of2.zip 

# unzip linuxamd64_12c_grid_1of2.zip 

※ unzipはソフトウェアの使用前にすべてのファイルに対して実行しておきます。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

118 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

2. OUIの起動 

インストールを行う OSユーザー (ここでは gridユーザー) で OUIを起動します。 

本ガイドの設定において、rootユーザーでシステムにログインしている場合、gridユーザーにユーザー

を変更して OUIの起動を試行しても OUIの起動ができません。ここではまず Oracle VM VirtualBox

画面の 「システム」 の 「rootのログアウト」 を選択して、一旦 rootユーザーからログアウトします。確

認画面では 「ログアウト」 を選択してください。 

ログアウト後は、oracleユーザーで再度ログインします。Oracle VM VirtualBox画面上の端末から、次

のコマンドでインストールを実行するユーザー (ここでは gridユーザー) に変更します。続いて、インス

トールを実行するユーザーで OUIを起動します。 

$ su - grid 

$ /opt/image/grid/runInstaller
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3. Software Updateのダウンロード 

インストール中に最新のパッチなどの更新をダウンロードして適用するためのオプションとして、ソフトウ

ェア更新のダウンロードオプションが提供されています。ここでは更新のダウンロードや適用は行わな

いものとしますので、「ソフトウェア更新のスキップ」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 
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4. インストール・オプションの選択 

インストールのオプションを選択します。「クラスタ用の Oracle Grid Infrastructureのインストールお

よび構成」 を選択して、「次へ」 をクリックします。 

5. クラスタ・タイプの選択 

構成するクラスタのタイプを選択します。ここでは 「標準クラスタの構成」 を選択して 「次へ」 をクリッ

クします。 
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6. インストール・タイプの選択 

実行するインストールのタイプを選択します。ここでは、記憶域やネットワークの設定を実施するため 

「拡張インストール」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 

7. 製品言語の選択 

製品を実行する言語を選択します。ここでは、製品を実行する言語として 「日本語」 と 「英語」 が選

択されていることを確認して 「次へ」 をクリックします。 
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8. Gridプラグ・アンド・プレイの情報 

クラスタ名と SCANの情報を入力します。クラスタ名と SCANポートは任意の値で構いません。SCAN

名には、事前に DNSあるいは GNSに登録しておいた名前を入力します。 

ここではクラスタ名として 「node-cluster」 と入力し、SCAN名には 「scan.oracle12c.jp」 と入力し

ます。また、GNSは構成しないため 「GNSの構成」 のチェック・ボックスについているチェック (☑) を

外して 「次へ」 をクリックします。 
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9. クラスタ・ノードの情報 

クラスタを構成するすべてのノード情報 (ホスト名と仮想 IP名) を入力します。OUIを起動しているノー

ド (ここでは node1) の情報は表示されているので、確認の上、「追加」 をクリックして 2 ノード目の情

報を追加します。 

2 ノード目の情報として、ここでは 「node2.oracle12c.jp」 と 「node2-vip.oracle12c.jp」 を入力し

て 「OK」 をクリックします。 

続いて、ノード間でパスワード不要の SSH接続を構成するために 「SSH接続」 をクリックします。クリ

ック後、SSH接続の構成に必要な情報を入力するフィールドが表示されますので、OUIを起動している

OSユーザーの OSパスワードを入力して、「設定」 をクリックします。 
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OUIにより SSH接続の確立が試行されます。次の画面が表示されたら 「OK」 をクリックします。 

SSH接続が確立したので、「次へ」 をクリックします。
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10. ネットワーク・インターフェースの使用方法の指定 

ネットワーク・インターフェースの使用方法をプルダウンより選択します。ここでは、eth0 を 「パブリック」、

eth1 と eth2を 「ASMおよびプライベート」 として設定します。選択後 「次へ」 をクリックします。 

11. グリッド・インフラストラクチャ管理リポジトリの構成 

管理リポジトリの構成を設定します。今回の環境にはリソースに限りがあるため、ここでは 「いいえ」 

を選択して 「次へ」 をクリックします。 
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次のような警告メッセージが表示されたら、今回は確認して 「はい」 をクリックします。 

12. 記憶域オプションの情報 

OCR と投票ディスクの格納場所を選択します。ここでは 「Oracle Flex ASM を記憶域として使用」 を

選択して 「次へ」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

127 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

13. ASMディスク・グループの作成 

ASMディスク・グループの作成に必要な情報を入力します。ここでは、ディスク・グループ名に 

「DATA」、冗長性には 「標準」 を選択します。続いて ASMディスク・グループを構成するディスクとし

て、ここでは 「/dev/sdb1、/dev/sdc1、/dev/sdd1」 をチェック (☑) して、「次へ」 をクリックします。 

※ 標準の冗長性を選択した場合には ASMディスク・グループに格納されるデータは 2重化による冗

長構成がとられます。今回のように、標準の冗長構成をとるASMディスク・グループにOCRと投票

ディスクを格納する場合は、OCRが 2つと投票ディスクが 3つ作成されるため、これらのファイルを

格納するために、最低でも 3つのディスクを ASMディスク・グループの構成に使用する必要があり

ます。 

※ 今回の構成とディスク名や配置場所が異なる場合には、「検出パスの変更」 よりディスク検出パス

の変更を行ってください。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

128 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

14. ASMパスワードの指定 

ASMに対する管理者のパスワードを設定します。ここでは 「これらのアカウントごとに、異なるパスワ

ードを使用」 を選択して、SYSおよびASMSNMPユーザーにそれぞれ任意のパスワードを設定します。

設定後、「次へ」 をクリックします。 

15. 障害の分離のサポート 

障害発生時に Oracle Clusterwareや OSに依存せずに障害ノードを停止させる外部メカニズムとして

Intelligent Platform Management Interface (IPMI) の使用を設定します。ここでは 「Intelligent 

Platform Management Interface (IPMI) を使用しない」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 
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16. 権限付き OSグループの選択 

ASMに対するOS認証に使用するOSグループを設定します。ここではOracle ASM管理者 (OSASM) 

グループには 「asmadmin」、Oracle ASM DBA (ASMの OSDBA) グループに 「asmdba」、Oracle 

ASMオペレータ (ASMの OSOPER) グループに 「asmoper」 として 「次へ」 をクリックします。 

※ Oracle ASM DBA (ASMの OSDBA) グループおよび Oracle ASM管理者 (OSASM) グループ

としてプルダウンより選択できるOSグループはOracle Grid Infrastructureのインストール・ユーザ

ー (ここでは gridユーザー) が所属している OSグループです。 

※ オプションである Oracle ASMオペレータ (ASMの OSOPER) グループには、Oracle Grid 

Infrastructureのインストール・ユーザーの所属に関わらず、すべてのノードに共通して存在する任

意の OSグループを入力できます。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

130 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

17. インストール場所の指定 

Oracleベースと Oracle Grid Infrastructureのホーム・ディレクトリとなるソフトウェアの場所を指定しま

す。ここでは Oracleベースが 「/u01/app/grid」、ソフトウェアの場所が 「/u01/app/12.1.0/grid」 と入

力して 「次へ」 をクリックします。 

18. インベントリの作成 

インベントリ・ディレクトリを設定します。ここでは 「/u01/app/oraInventory」 が設定されていることを

確認して 「次へ」 をクリックします。 
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19. rootスクリプトの実行構成 

ソフトウェアのインストールおよび構成中に、rootユーザーとして実行する必要のあるスクリプト操作が

あります。rootユーザーのパスワードを入力するか、sudoを設定して使用することによって、手動では

なく OUIによりスクリプトを実行することができます。 

ここでは rootユーザーのパスワードを入力しておき、すべてのノードでのスクリプト実行をOUIで行うも

のとします。 

「構成スクリプトを自動的に実行」 をチェック (☑) して、「rootユーザーの資格証明を使用」 を選択し

てパスワードを入力します。入力後、「次へ」 をクリックします。 
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20. 前提条件のチェック 

インストール実行前に前提条件のチェックが実行されます。 

すべての項目に対してチェックが成功した場合は自動的にサマリー画面に遷移します。いくつかの項目

のチェックに失敗した場合は、以下の画面のように表示されますので適宜修正を実施します。 

今回は cvuqdiskパッケージが未インストールであるため (「5.7 cvuqdiskパッケージのインストール」 

を参照) この項目に対するチェックが失敗しています。「修正および再チェック」 をクリックしてOUIによ

って生成されている修正スクリプトを確認し、パッケージのインストールを実施します。 

表示されている修正スクリプト (runfixup.sh) を rootユーザーで実行します。スクリプトを実行後は 

「OK」 をクリックして前提条件のチェックを再度実行します。 
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node1における修正スクリプトの実行例を以下に記載します。修正スクリプトは、修正が必要なすべて

のノードでそれぞれ実行します。今回は ndoe1および node2でそれぞれ実行します。 

# /tmp/CVU_12.1.0.1.0_grid/runfixup.sh 

＜実行例＞ 

本ガイドでは検証環境用途での環境構築を想定しているため、メモリ要件に関しての警告が表示され

ていますが、そのままインストールを実行します。「すべてを無視」 にチェック (☑) をして 「次へ」 を

クリックします。 

続行を確認するメッセージが表示されたら 「はい」 をクリックして続行します。 

[root@node1 ~]# /tmp/CVU_12.1.0.1.0_grid/runfixup.sh  

All Fix-up operations were comleted successfully. 
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21. サマリー 

サマリー画面の表示を確認の上、「インストール」 をクリックしてインストールを開始します。 

22. 製品のインストール 

製品のインストールが実行されます。 
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インストールが進むと、OUIにより構成スクリプト (orainstRoot.sh と root.sh) の実行について確認が

表示されます。「はい」 をクリックして続行します。 

23. 終了 

次の画面が表示されればOracle Grid Infrastructureのインストールおよび構成は完了です。「閉じる」 

をクリックして、OUIを終了します。 
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24. インストール後の確認 

Oracle Grid Infrastructureインストール後の確認として、Oracle Clusterwareのリソースの稼働状況

を確認します。確認には、クラスタ制御ユーティリティである CRSCTL コマンドを使用します。CRSCTL

コマンドはOracle Grid Infrastructureをインストールしたユーザー (ここでは gridユーザー) で実行し

ます。 

実行するコマンドと出力例を記載します。 

$ /u01/app/12.1.0/grid/bin/crsctl status resource -t 

＜実行例＞ 

[grid@node1 ~]$ /u01/app/12.1.0/grid/bin/crsctl status resource -t 

------------------------------------------------------------------- 

Name           Target  State        Server                   State details        

------------------------------------------------------------------- 

Local Resources 

------------------------------------------------------------------- 

ora.ASMNET1LSNR_ASM.lsnr 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.ASMNET2LSNR_ASM.lsnr 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.DATA.dg 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.LISTENER.lsnr 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.net1.network 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.ons 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.proxy_advm 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

 

＜次ページへ続く＞ 
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※ 今回の環境では、ora.asmの 3以外のすべてのリソースが ONLINEであることを確認します。 

※ 今回の環境では、管理リポジトリ用のデータベースを構成していないため、リソース ora.mgmt.dbおよ

び ora.MGMTLSNRは表示されません。 

※ ADVMやACFSを利用しない場合には、リソース ora.proxy_advmを停止しても構いません。詳細は、

「Appendix 3. Oracle ASM プロキシ・インスタンスの管理」 を参照してください。

＜前ページより続き＞ 

 

------------------------------------------------------------------- 

Cluster Resources 

------------------------------------------------------------------- 

ora.LISTENER_SCAN1.lsnr 

      1        ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.LISTENER_SCAN2.lsnr 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

ora.LISTENER_SCAN3.lsnr 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

ora.MGMTLSNR 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    169.254.119.2  

192.168.100.101  

192.168.200.101, 

STABLE 

ora.asm 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

      2        ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

      3        OFFLINE OFFLINE                               STABLE 

ora.cvu 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

ora.mgmtdb 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    Open,STABLE 

ora.node1.vip 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

ora.node2.vip 

      1        ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.oc4j 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

ora.scan1.vip 

      1        ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

ora.scan2.vip 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

ora.scan3.vip 

      1        ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

------------------------------------------------------------------- 
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7. Oracle Databaseのインストールと RACデータベースの作成 

ここでは、Oracle Databaseのインストールについて説明し、続いて Database Configuration Assistant 

(DBCA) を使用したデータベースの作成について説明します。 

7.1. Oracle Databaseのインストール 

1. OUIの起動 

インストールを行う OSユーザー (ここでは oracleユーザー) で OUIを起動します。OUIを起動する

ため、Oracle VM VirtualBox画面の端末から、新しい端末を開き oracleユーザーで次のコマンドを実

行してください。 

$ /opt/image/database/runInstaller 

2. セキュリティ・アップデートの構成 

セキュリティに関する更新を電子メールや My Oracle Support (MOS) 経由で受け取る設定ができま

す。ここでは、そのまま 「次へ」 をクリックします。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

139 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

電子メール・アドレスの登録は任意なので、ここでは 「はい」 を選択してインストールを継続します。 

3. Software Updateのダウンロード 

インストール中に最新のパッチなどの更新をダウンロードして適用するためのオプションとして、ソフト

ウェア更新のダウンロードオプションが提供されています。ここでは更新のダウンロードや適用は行わ

ないものとしますので、「ソフトウェア更新のスキップ」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 
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4. インストール・オプションの選択 

インストールのオプションを選択します。ここでは、データベースの構成はインストール後にDBCAを用

いて実施するものとしますので 「データベース・ソフトウェアのみインストール」 を選択して、「次へ」 

をクリックします。 

5. Gridインストール・オプション 

実行するインストールのタイプを選択します。「Oracle Real Application Clustersデータベースのイ

ンストール」 を選択して、 「次へ」 をクリックします。 
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6. ノード・リストの選択 

インストールを行うノードを選択します。ここでは node1および node2がチェック (☑) されていること

を確認して、「SSH構成」 をクリックします。SSHの構成に必要な情報を入力するフィールドが表示さ

れるので、oracleユーザーのパスワードを入力して 「設定」 をクリックします。 

※ Oracle Databaseのインストールに、Oracle Grid Infrastructureのインストールと同じ OSユーザ

ーを使用している場合には、ここで改めて SSH接続を構成する必要はありません。 

OUIにより SSH接続の確立が試行されます。次の画面が表示されたら 「OK」 をクリックします。 

SSH接続の確立が完了したので、「次へ」 をクリックします。 
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7. 製品言語の選択 

製品を実行する言語を選択します。ここでは、製品を実行する言語として 「日本語」 と 「英語」 が選

択されていることを確認して 「次へ」 をクリックします。 

8. データベース・エディションの選択 

インストールするソフトウェアのデータベース・エディションを選択します。ここでは 「Enterprise 

Edition」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 
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9. インストール場所の指定 

Oracleベースと Oracle Databaseのホーム・ディレクトリとなるソフトウェアの場所を指定します。ここ

では Oracleベースが 「/u01/app/oracle」、ソフトウェアの場所が 

「/u01/app/oracle/product/12.1.0/dbhome_1」 であることを確認して 「次へ」 をクリックします。 
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10. 権限付きオペレーティング・システム・グループ 

データベースに対するOS認証に使用するOSグループを設定します。ここではデフォルトの設定のま

ま、次のように設定するものとします。 

 データベース管理者 (OSDBA) グループに 「dba」 

 データベース・オペレータ (OSOPER) グループには 「oper」  

 データベースのバックアップおよびリカバリ (OSBACKUPDBA) グループには 「backupdba」 

 Data Guard管理 (OSDBDBA) グループには 「dgdba」 

 暗号化鍵管理 (OSKMDBA) グループには 「kmdba」 

※ データベース管理者 (OSDBA) グループなどとしてプルダウンより選択できる OSグループは

Oracle Databaseのインストール・ユーザー (ここでは oracleユーザー) が所属している OSグル

ープです。オプションであるデータベース・オペレータ (OSOPER) グループには、Oracle 

Databaseのインストール・ユーザーの所属に関わらず、すべてのノードに共通して存在する任意

の OSグループを入力できます。 
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11. 前提条件チェックの実行 

インストール実行前に前提条件のチェックが実行されます。 

すべての項目に対してチェックが成功した場合は自動的にサマリー画面に遷移します。いくつかの項

目のチェックに失敗した場合には、結果が表示されますので適宜修正を実施します。 

12. サマリー 

サマリー画面の表示を確認の上、「インストール」 をクリックしてインストールを開始します。 
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13. 製品のインストール 

製品のインストールが実行されます。 

インストールが進むと、OUIにより構成スクリプト (root.sh) の実行が指示されます。すべてのノードに

おいて rootユーザーで構成スクリプトを実行します。実行が完了したら、「OK」 をクリックします。 
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14. 終了 

次の画面が表示されれば Oracle Databaseのインストールは完了です。「閉じる」 をクリックして、

OUIを終了します。 
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7.2. ASMCAを利用した新規 ASMディスク・グループの作成 

RACデータベースの作成に必須ではありませんが、DBCAを利用したRACデータベース作成の前に、データ

ベースの高速リカバリ領域 (Fast Recovery Area) 用のASMディスク・グループを新規に作成します。作成に

は Automatic Storage Management Configuration Assistant (ASMCA) を利用します。 

1. ASMCAの起動 

Oracle Grid Infrastructureのインストールを実行したユーザー (ここでは gridユーザー) で、

OracleVM VirtualBox画面上の端末から、次のコマンドを実行して ASMCAを起動します。 

$ su - grid 

$ /u01/app/12.1.0/grid/bin/asmca 

2. 高速リカバリ領域用の ASMディスク・グループの作成 

「ディスク・グループ」 タブで ASMディスク・グループの一覧を確認し、「作成」 をクリックします。 
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ASMディスク・グループの新規作成に必要な情報を入力します。ここでは、ディスク・グループ名に 

「FRA」 と入力し、冗長性は 「通常」 のまま作成するものとします。メンバー・ディスクの選択として

ASMディスク・グループの構成に使用するディスクを選択し、「OK」 をクリックします。 

ASMディスク・グループの作成が実行されます。 

作成が正常に完了後、次のメッセージが表示されます。確認の上 「OK」 をクリックします。 
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3. 作成後の確認 

再度 ASMディスク・グループの一覧を確認し、作成した ASMディスク・グループがすべてのノードで

マウントされていることを 「状態」 で確認します。 

ここまでで ASMCAでの操作は完了です。「終了」 をクリックします。 

終了を確認するメッセージが表示されたら 「はい」 をクリックします。 
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7.3. DBCAを利用した RACデータベースの作成 

1. DBCAの起動 

Oracle Databaseのインストールを実行したユーザー (ここでは oracleユーザー) で、Oracle VM 

VirtualBox画面上の端末から、次のコマンドを実行して DBCAを起動します。 

$ /u01/app/oracle/product/12.1.0/dbhome_1/bin/dbca 

 

2. データベース操作 

実行するデータベースの操作を選択します。「データベースの作成」 を選択して 「次へ」 をクリックし

ます。 
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3. 作成モード 

作成のモードを選択します。ここでは、「拡張モード」 を選択して 「次へ」 をクリックします。 

4. データベース・テンプレート 

データベースのテンプレートを選択します。ここではデータベース・タイプに 「Oracle Real 

Application Clusters (RAC) データベース」 を、構成タイプに 「汎用またはトランザクション処理」 

を選択して 「次へ」 をクリックします。 
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5. データベース識別情報 

データベースの構成に必要な情報を入力します。ここでは、グローバル・データベース名に 「orcl」 と

入力します。また、コンテナ・データベースとして作成を選択(☑)して、「1つ以上の PDBを含むコンテ

ナ・データベースの作成」 を選択します。PDBの数は 「2」 とし、名前接頭辞には 「pdb」 を入力しま

す。入力後、 「次へ」 をクリックします。 

※ 「コンテナ・データベースとして作成」 を選択(☑)すると、マルチテナント・アーキテクチャに対応した

CDB としてデータベースを作成します。従来のアーキテクチャに対応した non-CDB としてデータベー

スを作成する場合には選択(☑)せずに次の画面へ進みます。 

※ CDB としてデータベースを作成する場合、PDBを併せて作成することができます。複数の PDBを

作成することも可能ですが、その場合は PDB名前接頭辞を指定します。作成される PDBには、PDB

名前接頭辞に数字を加えた名前が適用されます。 

例 : 作成するPDBの数を 「2」、PDB名前接頭辞に 「pdb」 と入力した場合は、PDBとして 「pdb1」 

と 「pdb2」 が作成されます。 
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6. データベース配置 

データベースを配置するサーバー・プールについて設定します。「このデータベースのサーバー・プー

ルの新規作成」 を選択して、サーバー・プール名に 「srvpool1」 を入力してカーディナリティに 「2」 

を入力します。入力後、 「次へ」 をクリックします。 

7. 管理オプション 

データベースの管理オプションを選択します。ここでは 「Enterprise Manager (EM) Database 

Expressの構成」 と 「クラスタ検証ユーティリティ (CVU) ・チェックを定期的に実行」 にチェック 

(☑) がされていることを確認して 「次へ」 をクリックします。 
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8. データベース資格証明 

データベースの資格証明を設定します。ここでは 「別の管理パスワードを使用」 を選択し、ユーザー

ごとにパスワードを設定した後、「次へ」 をクリックします。 
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9. 記憶域の場所 

データベース・ファイルを格納する記憶域について設定をします。ここでは、記憶域のタイプに 「自動

ストレージ管理 (ASM)」 が選択されていることを確認します。「すべてのデータベース・ファイルに対

して共通の位置を使用」 が選択されていること、およびデータベース・ファイルの位置に 「+DATA」 

が設定されていることを確認の上、「Oracle Managed Filesの使用」 を設定します。 

リカバリ関連ファイルについては、記憶域のタイプに 「自動ストレージ管理 (ASM)」 が選択されてい

ることを確認します。また、「高速リカバリ領域の指定」 が選択されていること、および高速リカバリ領

域に 「+FRA」 が設定されていることを確認します。今回の構成ではサイズを 「4800」 MBに設定

します。 

アーカイブの有効化は任意ですが、ここでは 「アーカイブ有効化」 を選択(☑)して 「次へ」 をクリッ

クします。 
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10. データベース・オプション 

Database Vault と Label Securityの設定を実施します。ここでは、特に設定変更はせずに、「次へ」 

をクリックします。 

11. 初期化パラメータ 

初期化パラメータに関する設定を実施します。ここでは、「キャラクタ・セット」 タブをクリックして、データ

ベース・キャラクタ・セットに 「Unicode (AL32UTF8) を使用」 を選択し、 「次へ」 をクリックします。 
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12. 作成オプション 

データベースの作成オプションを選択します。ここでは、「データベースの作成」 にチェック (☑) が付

いていることを確認して 「次へ」 をクリックします。  

データベース作成に関するサマリーが表示されます。内容を確認して 「終了」 をクリックします。 
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データベースの作成が実行されます。 

データベースのユーザーに関してアカウントのアンロックを実施したい場合は 「パスワード管理」 より

操作します。特に必要なければ 「終了」 をクリックしてデータベースの作成は完了です。 

続いて 「閉じる」 をクリックして DBCAを終了します。 
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8. インストール後の確認と設定 

最後にインストール後の確認および設定として、次の内容を実施します。 

8.1 環境変数の設定 

8.2 SCAN を使用した SQL*Plusによる接続 

8.3 Oracle Enterprise Manager Database Expressへの接続 

8.1 環境変数の設定 

OSにログインした上で、Oracle Grid Ingrastructureや Oracle Databaseに対して SRVCTLや CRSCTL と

いったユーティリティや SQL*Plus を使用して管理操作を実行するため、環境変数を設定します。本ガイドでは、

Oracle Grid InfrastructureとOracle Databaseのインストールに異なるOSユーザーを使用しているため、環

境変数の設定はユーザーごとに実施します。(「5.11環境変数とリソース制限の設定」 を参照) 

ここでは、環境変数の設定を永続的に行う方法として、ユーザーのプロファイル・ファイル内に設定を記述する

例を紹介します。 

 Oracle Grid Infrastructure所有ユーザー (grid) 用の環境変数 

＜設定例＞ 

環境変数 ORACLE_SID を設定する場合には、本ガイドでは次の記述を追加します。 

export ORACLE_SID=+ASM1 ← node1では 「+ASM1」、node2では 「+ASM2」 と設定します。 

[grid@node1 ~]# vi .bash_profile  

# .bash_profile 

# Get the aliases and functions 

if [ -f ~/.bashrc ]; then 

        . ~/.bashrc 

fi 

# User specific environment and startup programs 

PATH=$PATH:$HOME/bin 

export PATH 

＜以下を追記＞ 

export TMPDIR=$HOME/tmp 

export TEMP=$HOME/tmp 

export ORACLE_BASE=/u01/app/grid 

export ORACLE_HOME=/u01/app/12.1.0/grid 

export PATH=$ORACLE_HOME/bin:$ORACLE_HOME/jdk/bin:${PATH} 

export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 

export NLS_LANG=JAPANESE_JAPAN.UTF8 

export LANG=ja_JP.UTF-8 
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Oracle Flex ASM構成の場合は必ずしも上記のようなノード名と SID名の組み合わせとは限りません。 

 Oracle Database 所有ユーザー (oracle) 用の環境変数 

＜設定例＞ 

本ガイドでは、環境変数 ORACLE_SIDについても次のように記述を追加します。 

export ORACLE_SID=orcl_1 ← node1では 「orcl_1」、node2では 「orcl_2」 と設定します。 

ポリシーベース管理型の RACデータベースの場合は、必ずしも上記のようなノード名と SID名の組み合わ

せとは限りません。 

本ガイドのように、ポリシー管理型の RACデータベースを作成した場合には、ノードごとにアンダース

コアを含む SID名を設定します。管理者管理型の RACデータベースを作成した場合には SID名にア

ンダースコアは含まれませんので、アンダースコアを含まず、次のように SID名を設定します。 

export ORACLE_SID=orcl1 ← node1では 「orcl1」、node2では 「orcl2」 と設定します。 

[oracle@node1 ~]# vi /home/oracle/.bash_profile  

# .bash_profile 

# Get the aliases and functions 

if [ -f ~/.bashrc ]; then 

        . ~/.bashrc 

fi 

# User specific environment and startup programs 

PATH=$PATH:$HOME/bin 

export PATH 

＜以下を追記＞ 

export TMPDIR=$HOME/tmp 

export TEMP=$HOME/tmp 

export ORACLE_BASE=/u01/app/oracle 

export ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/12.1.0/dbhome_1  

export PATH=$ORACLE_HOME/bin:$ORACLE_HOME/jdk/bin:${PATH} 

export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib 

export NLS_LANG=JAPANESE_JAPAN.UTF8 

export LANG=ja_JP.UTF-8 
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8.2 SCANを使用した SQL*Plusからの接続 

SCAN を使用した RACデータベースへの接続方法には、設定ファイルである tnsnames.oraに記述して接続

する方法と、簡易接続ネーミング・メソッド (EZCONNECT) を使用する方法があります。ここでは、簡易接続

ネーミング・メソッドを使用した接続方法を紹介します。 

SCAN を使用した SQL*Plusからの接続には、oracleユーザーで次のコマンドを実行します。 

$ sqlplus <USERNAME>/<PASSWORD>@<SCAN_NAME>:<PORT>/<SERVICE_NAME> 

＜実行例＞ 

また、プラガブル・データベースの稼働状況を確認します。 

接続しているインスタンスについて確認する場合は次のコマンドを続いて実行します。作成した PDBが
READ WRITEモードでオープンしていることを確認します。 

SQL> SELECT INSTANCE_NAME, STATUS FROM V$INSTANCE; 

SQL> show pdbs 

＜実行例＞ 

[oracle@node1 ~]$ sqlplus system/Welcome1@scan.oracle12c.jp:1521/orcl 

SQL*Plus: Release 12.1.0.1.0 Production on 月 9月 30 10:27:45 2013 

Copyright (c) 1982, 2013, Oracle.  All rights reserved. 

Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1.0.1.0 - 64bit Production 

With the Partitioning, Real Application Clusters, Automatic Storage 

Management, OLAP, 

Advanced Analytics and Real Application Testing options 

に接続されました。 

SQL> SELECT INSTANCE_NAME, STATUS FROM V$INSTANCE; 

INSTANCE_NAME  STATUS 

----------------------- -------------- 

orcl_1   OPEN 

SQL> show pdbs 

   CON_ID CON_NAME                        OPEN MODE   RESTRICTED 

--------- ----------------------------- ------------ ---------- 

         2 PDB$SEED                        READ ONLY   NO 

         3 PDB1                            READ WRITE  NO 

         4 PDB2                            READ WRITE  NO 
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また、すべてのインスタンスについて確認する場合は次のコマンドを実行します。 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

＜実行例＞ 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

NAME                 OPEN_MODE                      INST_ID 

-------------------- ----------------------- ---------- 

PDB$SEED              READ ONLY                          1 

PDB1                  READ WRITE                          1 

PDB2                  READ WRITE                         1 

PDB$SEED              READ ONLY                          2 

PDB1                  READ WRITE                          2 

PDB2                  READ WRITE                         2 
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8.3 Oracle Enterprise Manager Database Expressへの接続 

Oracle Enterprise Manager Database Express (EM Express) を構成した場合には、次の URLで接続する

ことができます。ホスト名の代わりに SCAN名を使用してアクセスすることも可能です。 

https://<HOSTNAME_OR_IPAddress>:5500/em 

アクセスはホストOSからでも、ゲストOSからでもかまいません。画面の表示には Flashプラグインのインスト

ールが必要です。EM Expressを使用する OSへ事前に Flashプラグインのインストールを行います。 

本ガイドの構成では、ゲスト OS上からブラウザを起動して、EM Expressにアクセスするものとします。 

ブラウザを起動して、次の URLを使用してアクセスします。 

https://scan.oracle12c.jp:5500/em 

EM Expressのログイン画面が表示されたら、構成したデータベースに対するユーザーとパスワードを入力し

てログインします。ここでは、ユーザー名に 「sys」、パスワードに Oracle Database インストール時に設定した

ユーザーのパスワードを入力して、接続モードに 「SYSDBA権限」 を選択して 「ログイン」 をクリックします。 

ログイン画面の表示に際し、セキュリティの警告が表示された場合には、セキュリティ例外を承認するか、セキ

ュリティの証明書をインストールするなどの対処を実施します。 
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ログイン後の画面例は以下です。 

※ EM Expressについては、既知の問題として次の点があります。 

マルチテナント・コンテナ・データベースを使用している場合、EM Expressホームページ画面の 「リソース」 と 

「SQL監視」 のチャートをロードしている間に次のエラーが表示される場合があります。 

サポート契約をお持ちの方は、この問題に対応するパッチの適用により問題の解決が可能です。 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

166 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

Appendix 1.  DNSサーバーの準備 

DNSサーバーや、DNSサーバーとして利用できる他のサーバーがある場合は、環境構築に使用する仮想マシ

ンや SCAN用の名前解決を追加で設定して利用することができます。環境の構築に利用できる DNSサーバー

がない場合は、仮想マシンを作成して DNSサーバーとして利用する方法があります。ここでは、後者の場合に

ついて準備の手順を紹介します。 

前者の場合 (利用可能な DNSサーバーがある場合) には、既存の設定に SCAN用の記述を追加します。 

＜記述例＞ 

通常、DNSサーバーの設定には DNSサーバーや名前解決のためのライブラリなどを提供する BIND を用いる

方法がありますが、本ガイドでは検証環境用途での環境構築を想定しているため、より設定が容易な dnsmasq

を用いて簡易的な DNSサーバーとして利用するものとします。 

手順の説明には、仮想マシンの作成から dnsmasqを用いた設定までを含みます。また、本ガイドでの構成とし

て Oracle Linux 6を使用した場合を前提としています。 

3. Oracle VM VirtualBox コンソールを使用して、仮想マシンを作成します。 

仮想マシンの作成については 「3.4仮想マシンの作成」 を参照してください。今回は DNSサーバーとして

の用途でのみ使用しますので、メモリには 512MB、ディスクは 8GBを割り当てて作成するものとします。作

成後は、次の記述を参考に Oracle VM VirtualBox コンソール画面よりネットワークの設定を変更します。 

 アダプター1 : 割り当てを 「ホストオンリーアダプター」 に変更します。 

4. 作成した仮想マシンを起動して Oracle Linux 6をインストールします。 

インストール方法は 「4. Oracle Linux 6のインストールと再起動後における設定」 を参照してください。

DNSサーバーとして利用するため Oracle Linux 6のインストール時には、Oracle Validated RPMパッケ

ージの追加インストールを選択する必要はありません。 

また、本ガイドにおける仮想マシンのネットワーク設定を次に記述します。 

 インターフェースの設定として eth0には IPアドレスを 「192.168.56.254」 と設定するものとします。 

 ホスト名には、「dns.oracle12c.jp」 を設定します。 

5. Oracle Linuxのインストールが完了したら、DNSサーバーを設定します。まずは、DNSサーバーの構築に

必要なパッケージがインストールされているかを確認します。 

次のパッケージがインストールされていることを確認してください。パッケージ名に加えて、括弧内には参考

として Oracle Linux 6でのパッケージのバージョンを記載します。 

 dnsmasq (dnsmasq-2.48-13. el6.x86_64.rpm) 

scan.oracle12c.jp IN A 192.168.56.201 

IN A 192.168.56.202 

IN A 192.168.56.203 
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確認は、次のコマンドで実施できます。 

# rpm -qa dnsmasq 

6. 名前解決のための記述を追記します。 

/etc配下の hosts ファイルに設定を記述します。dnsmasqを使用する場合は、host ファイルを利用した名

前解決が可能です。 

# cd /etc 

# vi hosts 

＜実行例＞ 

7. dnsmasqを起動します。 

次のコマンドを実行して、サービスを起動します。 

# /sbin/service dnsmasq start 

＜実行例＞ 

dnsmasqサービスが無効化されている場合は有効化します。 

# chkconfig --list dnsmasq 

# chkconfig dnsmasq on

# cd /etc 

# vi hosts 

＜以下を追記＞ 

192.168.56.101 node1.oracle12c.jp node1 

192.168.56.102  node2.oracle12c.jp node2 

192.168.56.111 node1-vip.oracle12c.jp node1-vip 

192.168.56.112  node2-vip.oracle12c.jp node2-vip 

192.168.56.201 scan.oracle12c.jp scan 

192.168.56.202  scan.oracle12c.jp scan 

192.168.56.203  scan.oracle12c.jp scan 

192.168.56.254 dns.oracle12c.jp dns 

# /sbin/service dnsmasq start 

dnsmasq を起動中:                                            [  OK  ] 
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＜実行例＞ 

8. 確認 

DNSサーバー以外のノードから、DNSサーバーによる名前解決ができることを確認します。次のコマンドを

実行して、SCANとして利用するホスト名への問い合わせに対して、SCAN用の IPアドレスが 3つ返ること

を確認します。ここでは、scan.oracle12c.jpの名前解決ができることを確認する例とします。 

# nslookup scan.oracle12c.jp 

＜実行例＞ 

# chkconfig --list dnsmasq 

dnsmasq        0:off   1:off   2:off   3:off   4:off   5:off   6:off 

＜無効化 (off) に設定されている場合には次のコマンドで有効化＞ 

# chkconfig dnsmasq on 

# chkconfig --list dnsmasq 

dnsmasq         0:off   1:off   2:on    3:on    4:on    5:on    6:off 

# nslookup scan.oracle12c.jp 

Server:         192.168.56.254 

Address:        192.168.56.254#53 

Name:   scan.oracle12c.jp 

Address: 192.168.56.201 

Name:   scan.oracle12c.jp 

Address: 192.168.56.202 

Name:   scan.oracle12c.jp 

Address: 192.168.56.203 
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Appendix 2.  CDB と PDBの基本操作 

作成したデータベースでマルチテナント・コンテナ・データベース (CDB) およびプラガブル・データベース 

(PDB) の基本操作を確認する手順を記載します。ここでは PDBを作成し、接続する方法を紹介します。 

1. リスナーおよびデータベースの起動確認 

リスナーとデータベースが起動していることを確認します。 

$ lsnrctl status 

$ sqlplus / as sysdba 

SQL> SELECT INSTANCE_NAME, STATUS FROM V$INSTANCE; 

SQL> show pdbs 

＜実行例＞ 

すべてのインスタンスについて確認する場合は次のコマンドを実行します。 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

＜実行例＞ 

SQL> SELECT INSTANCE_NAME, STATUS FROM V$INSTANCE; 

INSTANCE_NAME  STATUS 

----------------------- -------------- 

orcl_1   OPEN 

SQL> show pdbs 

   CON_ID CON_NAME                        OPEN MODE   RESTRICTED 

--------- ----------------------------- ------------ ---------- 

         2 PDB$SEED                        READ ONLY   NO 

         3 PDB1                            READ WRITE  NO 

         4 PDB2                            READ WRITE  NO 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

NAME                 OPEN_MODE                      INST_ID 

-------------------- ----------------------- ---------- 

PDB$SEED              READ ONLY                          1 

PDB1                  READ WRITE                          1 

PDB2                  READ WRITE                         1 

PDB$SEED              READ ONLY                          2 

PDB1                  READ WRITE                          2 

PDB2                  READ WRITE                         2 
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2. PDBの新規作成 

ここでは PDB3を作成するものとします。次の構文を参考に、プラガブル・データベースを作成します。 

SQL> CREATE PLUGGABLE DATABASE <NEW_PDB_NAME> ADMIN USER <USERNAME>  
IDENTIFIED BY <PASSWORD>; 

＜実行例＞ 

作成後の状態を確認しておきます。 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

＜実行例＞ 

作成した PDBをすべてのインスタンスでオープンします。 

SQL> show pdbs 

SQL> ALTER PLUGGABLE DATABASE <PDB_NAME> OPEN INSTANCES = ALL; 

SQL> show pdbs 

SQL> CREATE PLUGGABLE DATABASE pdb3 ADMIN USER admin IDENTIFIED BY Welcome1; 

プラガブル・データベースが作成されました。 

SQL> 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

NAME                 OPEN_MODE                      INST_ID 

-------------------- ----------------------- ---------- 

PDB$SEED              READ ONLY                          1 

PDB1                  READ WRITE                          1 

PDB2                  READ WRITE                         1 

PDB3                 MOUNTED                         1 

PDB$SEED              READ ONLY                          2 

PDB1                  READ WRITE                          2 

PDB2                  READ WRITE                         2 

PDB3                 MOUNTED                         2 
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＜実行例＞ 

すべてのインスタンスでの状態を確認しておきます。 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

＜実行例＞ 

SQL> show pdbs 

    CON_ID  CON_NAME                         OPEN MODE RESTRICTED 

---------- ------------------------------ ------------ ---------- 

         2   PDB$SEED                        READ ONLY   NO 

         3   PDB1                             READ WRITE  NO 

         4   PDB2                            READ WRITE  NO 

         5   PDB3                            MOUNTED 

SQL> ALTER PLUGGABLE DATABASE pdb3 OPEN; 

プラガブル・データベースが変更されました。 

SQL> show pdbs 

    CON_ID  CON_NAME                         OPEN MODE RESTRICTED 

---------- ------------------------------ ------------ ---------- 

         2   PDB$SEED                        READ ONLY   NO 

         3   PDB1                             READ WRITE  NO 

         4   PDB2                            READ WRITE  NO 

         5   PDB3                            READ WRITE    NO 

 

SQL> SELECT NAME, OPEN_MODE, INST_ID FROM GV$PDBS; 

NAME                 OPEN_MODE                      INST_ID 

-------------------- ----------------------- ---------- 

PDB$SEED              READ ONLY                          1 

PDB1                  READ WRITE                          1 

PDB2                  READ WRITE                         1 

PDB3                 READ WRITE                         1 

PDB$SEED              READ ONLY                          2 

PDB1                  READ WRITE                          2 

PDB2                  READ WRITE                         2 

PDB3                 READ WRITE                        2 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Real Application Clusters (RAC) 12c Release 1環境の構築 

 

172 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

3. ルートから PDBへ接続を切り替える 

ルート (CDB$ROOT) に接続している状態から、特定の PDBへ接続を切り替えます。接続の切り替えに

は SQL*Plusで再接続する方法もありますがここでは ALTER SESSION文を使用する方法を紹介します。 

SQL> show con_name 

SQL> ALTER SESSION SET CONTAINER = pdb3; 

SQL> show user 

SQL> show con_name 

SQL> exit 

＜実行例＞ 

SQL> show con_name 

CON_NAME 

------------------------------ 

CDB$ROOT 

SQL> ALTER SESSION SET CONTAINER = pdb3; 

セッションが変更されました。 

SQL> show user 

ユーザーは"SYS"です。 

SQL> show con_name 

CON_NAME 

------------------------------ 

PDB3  

SQL> exit 
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4. PDB用のサービスを作成 

PDBに接続するためのサービスを作成します。PDBに接続するためのサービスは、PDB名と同じ名前の

サービスがデフォルトで作成されています。ここでは新規にサービスを作成する手順を記載します。 

サービスの管理にはサーバー管理ユーティリティ (SRVCTL) の使用が推奨です。oracleユーザーで次の

コマンドを実行します。 

$ srvctl add service -db <DB_NAME> -service <SERVICE_NAME> -serverpool 
<SERVERPOOL_NAME> -pdb <PDB_NAME>; 

$ srvctl start service -db <DB_NAME> -service <SERVICE_NAME> 

＜実行例＞ 

作成後に接続を確認します。作成したサービスを使用して PDBへ接続することができます。 

SQL> connect <USERNAME>/<PASSWORD>@<SCAN_NAME>:<PORT>/<SERVICE_NAME> 

SQL> show user 

SQL> show con_name 

＜実行例＞ 

$ srvctl add service -db orcl -service pdb3_srv -serverpool srvpool1 -pdb pdb3 

$ srvctl start service -db orcl -service pdb3_srv 

 

SQL> connect system/Welcome1@scan.oracle12c.jp:1521/pdb3_srv 

接続されました。 

SQL> show user 

ユーザーは"SYSTEM"です。 

SQL> show con_name 

CON_NAME 

------------------------------ 

PDB3 
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Appendix 3.  Oracle ASMプロキシ・インスタンスの管理 

Oracle ASMプロキシ・インスタンスは、Oracle Flex ASMを使用する環境でもACFSやADVM機能を使用する

ための新しいタイプのインスタンスです。 

ACFS / ADVMカーネル・モジュールに対して ASMサービスを提供しますがメモリ使用量として 1GB程度が必

要になるため、今回のような検証環境においては ACFS / ADVMを使用しない場合、停止することも可能です。 

Oracle ASMプロキシ・インスタンスは Oracle Clusterwareにリソースとして登録、管理されます。リソース

ora.proxy_advmを停止する場合には、Oracle Grid InfrastructureをインストールしたOSユーザーで次の手順

を実行します。 

1. リソースの稼働状況の確認 

$ crsctl status resource ora.proxy_advm -t 

＜実行例＞ 

2. リソースの停止 

$ srvctl stop asm -proxy 

＜実行例＞ 

念のため、実行後に再度リソースの稼働状況を確認して OFFLINEになっていることを確認します。 

$ crsctl status resource ora.proxy_advm -t 

[grid@node1 ~]$ crsctl status resource ora.proxy_advm -t 

--------------------------------------------------------------------- 

Name           Target  State        Server                   State details       

--------------------------------------------------------------------- 

Local Resources 

--------------------------------------------------------------------- 

ora.proxy_advm 

               ONLINE  ONLINE       node1                    STABLE 

               ONLINE  ONLINE       node2                    STABLE 

--------------------------------------------------------------------- 

[grid@node1 ~]$ srvctl stop asm -proxy 

 



Oracle VM VirtualBox を用いた Oracle Database 12c Release 1環境の構築 

 

175 

Copyright© 2013, 2014 Oracle. All rights reserved. 

 

日本オラクル株式会社 

〒107-0061 

東京都港区北青山 2-5-8 

オラクル青山センター 

無断転載を禁ず 

このドキュメントは単に情報として提供され、内容は予告なしに変更される場合があります。このド

キュメントに誤りが無いことの保証や、商品性又は特定目的への適合性の黙示的な保証や条件を含め明示

的又は黙示的な保証や条件は一切無いものとします。日本オラクル株式会社は、このドキュメントについ

ていかなる責任も負いません。また、このドキュメントによって直接又は間接にいかなる契約上の義務も

負うものではありません。このドキュメントを形式、手段(電子的又は機械的)、目的に関係なく、日本オ

ラクル株式会社の書面による事前の承諾なく、複製又は転載することはできません。 

Oracleと Javaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録

商標です。文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 

本資料に記載されているシステム名、製品名等には、必ずしも商品表示((R)、TM)を付記していません。 

 


